
主 再

【事業概要】

□ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 コミュニティ推進課

事業開始年度 平成16年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 活力あるまちづくり支援事業 基
本
計
画

施策コード 2-1-1

根拠法令 なし 施策 支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 地域コミュニティの基盤強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）（H28：65％）自治協議会が主体的に行うまちづくり活動を支援し，市民と行政との

共働によるまちづくりを推進するため。

自治協議会 地域コミュニティが自律した経営を行い，住民自
治及び市民と行政との共働によるまちづくりを推
進する.

・自治協議会が行う住みよいまちをつくるため必
要な事業に対して，補助金による助成を行う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

・補助対象団体
　自治協議会147団体（平成26年度交付申請額：470,426千円）
・補助対象事業
　(1) まちづくり基本事業
　　　①安全・安心に関する事業（交通安全，防災，防犯）
　　　②子どもに関する事業（子どもの健全育成・非行防止）
　　　③環境に関する事業（環境美化，ごみ減量・リサイクル推進）
　　　④健康に関する事業（健康づくり，集団献血）
　　　⑤スポーツに関する事業
　　　⑥男女共同参画に関する事業
　(2)地域自らが発意・企画し，自主的に取り組むまちづくり活動

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・地域コミュニティにおいて，自律的な経営が行
われ，住民自治及び市民と行政との共働による
まちづくりが行われる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 477,205 479,000 482,447 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 11 11 10 ・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運
営基盤強化・活性化が図られる。一般財源 477,194 478,989 482,437

年度

実績 147 校区 147 校区
達成率 98.7% 98.7%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

活
動
の
指
標

補助金の交付 目標 149 校区 149 校区

149校区

目標 34年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる。達成率

-
34年度

70%

年度

成
果
の
指
標

地域活動への
参加者の増加

目標 - -

目標

実績 54.5% 52.0%
達成率 - -

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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主 再

【事業概要】

□ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率

54.5% 52.0%
達成率 - -

実績

成
果
の
指
標

地域活動への
参加者の増加

目標 - -

地域活動にデ
ビューした人

目標 行事参加者の１割

実績

81.0%

-
34年度

70%

行事参加者の１割

28年度

200
28年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 - 81
500

・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる。達成率

活
動
の
指
標

新規事業申請
件数

目標 - 100

200

リニューアル事
業申請件数

目標 - 100

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

39,316

28年度

実績 - 117
500

達成率 117.0%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 1,709 1,728 ・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運
営基盤強化・活性化が図られることにより地域
活動への参加者が増加する。

一般財源 0 60,456

・自治会・町内会の会員に限らず，幅広い世代
の住民が事業に参加し，住民相互の交流が行
われる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 0 62,165 41,044

・自治会・町内会
・自治会等の活動に参加し
たことのない市民

町内会の会員に限らず，町内の幅広い世代の
住民が気軽に楽しく町内会行事に参加する。

・自治会・町内会単位が行う，幅広い世代の住
民が気軽に楽しく参加し，交流できる事業（新規
事業・リニューアル事業）について，補助金によ
る助成を行う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

・各区地域支援課を通じて，地域デビュー応援事業の実施事業について，募
集を行った。
・Ｈ26年度中に198件（新規117件，リニューアル81件）の申請があった。
・今年度，事業実施がなされた自治会・町内会の事業について，特色がある
事業等を紹介するチラシを作成し，次年度の取組の参考となるように，各地
域に配布を行ったところである。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 地域コミュニティの基盤強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）（H28：65％）　住民の自治意識や地域コミュニティへの帰属意識が希薄化し，地域コミュニティの維

持が困難な状況となることが懸念されることから，自治会・町内会が行う，幅広い世代
の住民が気軽に楽しく参加し，交流できるような取組を支援するため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

2-1-1

根拠法令 なし 施策 支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

事業開始年度 平成26年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 地域デビュー応援事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 市民局 コミュニティ推進課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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果
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果
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 コミュニティ推進課

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）（H28：65％）　福岡市コミュニティ施策関連施策のあり方検討会から提言を受けた

自治会等が抱える課題を踏まえ、市民の自治意識の向上や地域活
動・組織運営のスキル・アップを図るため。

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

2-1-1

根拠法令 なし 施策 支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

事業開始年度 平成２１年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 コミュニティ活動市民参加促進事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ なし 事業群 地域コミュニティの基盤強化

背
景

①地域活動に参加したこと
がない住民
②自治協議会

①各校区で行われている地域活動に、より多く
の地域住民が参加し、活性化している。
②他の地域の事例を参考にして、地域活動のよ
り一層の活性化に取り組んでいる。

・コミュニティ通信を発行する（年４回）
・自治協議会サミットを開催する

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

（１）自治会・町内会加入促進等支援
　　ア　転入者や自治会未加入者向けのチラシの配布を実施。
　　イ　コミュニティと各区役所の共働による事例発表会、研修会などを開催。
（２）「福岡市コミュニティ通信」の発行
　　テーマ毎の活動実践報告などを紹介した、コミュニティ及び市民向けの広
報紙を４回（7，10，1，4月）発行。
（３）「福岡市自治協議会サミット」の開催
　　各校区の事例発表を行い情報共有の場とすることで、今後の地域活動の
スキル・アップや組織運営のアイデアを得る機会とするとともに、校区自治協
議会等会長を退任された方に対しての感謝状贈呈式を開催。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・地域住民が広報紙を閲覧し地域活動について
知る。
・地域住民が自治協議会サミットに参加し、地域
活動や組織運営のノウハウの情報共有やスキ
ル・アップが図られる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 4,687 3,706 5,537 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運
営基盤強化・活性化が図られることにより地域
活動への参加者が増加する。

一般財源 4,687 3,706 5,537

34年度

実績 4 4
4

達成率 100.0% 100.0%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 1 1
1

・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる。達成率 100.0%

活
動
の
指
標

「コミュニティ通
信」の発行（年４
回）

目標 4 4

4

「自治協議会サ
ミット」の開催

目標 1 1

100.0%

-
34年度

70%

年度

1
34年度

成
果
の
指
標

地域活動への
参加者の増加

目標 - -

目標

実績

達成率

54.5% 52.0%
達成率 - -

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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果
の
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主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

成
果
の
指
標

地域活動への
新たな従事者が
参加している

目標 - -

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる。達成率

実績 - -

目標 - -

実績 - -
達成率

新たな地域活動
が行われている

・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運
営基盤強化・活性化が図られることにより地域
活動への参加者が増加する。

一般財源 0 1,753

実績 - 1校区
達成率 - -

- -

目標

-
２８年度

５校区程度
で実施

目　　標
２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

-
２８年度

５校区程度
で実施

年度

達成率 - -

活
動
の
指
標

事業の実施 目標 -

3,040

２８年度

継続実
施

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 0
歳
入

特定財源

1校区
新規２校区

で実施

区分 指標の内容
実　　績

委託含む 補助金含む 負担金含む

　・「地域活動の担い手」を養成することを目的に，地域活動にすでに
　従事している人々や地域活動への意欲や関心を持つ人々が，同じ
　問題意識を共有し，お互いに結びつきながら，活動のノウハウを学
　ぶための場づくりをNPOと共働で取り組む。
　（平成25年度福岡市共働事業提案制度採択事業として実施）

　・平成26年度については，東区千早校区において事業を実施した。
　・Ｈ26.9から全６回の講座を実施し，約20名の住民が参加した。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・地域活動に参加する新たな人材発掘ができ
る。
・新たな地域活動ができる。

1,753 3,040

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

地域住民（自治協議会、自
治会・町内会）

地域コミュニティに関心がある人材を発掘し、活
動のノウハウを学ぶための講座などを通じて、
実際の地域活動への参加・企画などへつなげて
いく。

・自分の住む地域コミュニティに関心のある住民
の方を集めて，地域活動を実現するための講座
をNPOと共働で開催する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

2-1-1

根拠法令 なし 施策 支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）（H28：65％）平成２５年度共働事業提案制度で採択された事業

ロジックモデル作成用のテーブル

なし 事業群 地域コミュニティの基盤強化

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 市民局 コミュニティ推進課

事業開始年度 平成26年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 「地域デザインの学校」プロジェクト 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率

54.5% 52.0%
達成率 - -

実績

成
果
の
指
標

地域活動への
参加者の増加

目標 - -

目標

実績 -
34年度

70%

年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことが
できる。達成率

活
動
の
指
標

パンフレットの
発行・配布

目標 - 作成

継続実施

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

826

年度

実績 - 作成
達成率 - -

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 ・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運
営基盤強化・活性化が図られることにより地域
活動への参加者が増加する。

一般財源 0 1,129

・小学３年生およびその保護者に自治会等地域
活動の重要性への理解が図られる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 0 1,129 826

市内の小学３年生およびそ
の保護者

子どもの頃から自治会等活動の重要性への理
解が図られ、その保護者にも理解促進が図られ
ている。

・小学生向けの自治会等活動を紹介したパンフ
レットを作成する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　【実施内容】
　　・子どもの頃から自治会・町内会活動の重要性への理解が図られ
　　るよう，小学生向けパンフレットを作成し，小学校の授業や各家庭
　　での活用が図られるように努めることとする。
　　・各区地域支援課と協議を重ね，パンフレット掲載内容を決定し，
　　Ｈ27年３月に作成を行った。
　　・平成27年中に小学３年生に配布することとしている。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 地域コミュニティの基盤強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）（H28：65％）コミュニティへの帰属性の希薄化、地域活動の担い手不足、自治会

等への加入率の低下等が課題となっており、子どもの頃から自治会・
町内会活動の重要性への理解促進を図るため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

2-1-1

根拠法令 なし 施策 支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

事業開始年度 平成26年度 分野別目標 さまざまな支え合いとつながりができている

事業名 小学生向け自治会活動ＰＲ事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 市民局 コミュニティ推進課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

活
動
の
指
標

目標

達成率

実績

年度

17.0%

5

28.9%

２７年度

4

62.5%

36%

4

39%

100.0%

4

8

28年度

42%

年度

80.3%
34年度

継続新規／継続

ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化

NPOと行政による共働事業，NPOとの共働促進啓発事業

２７年度予算額

市民、ＮＰＯ等、行政職員

誰(何)を対象として行なうのか

事業名

なし

背
景

コミュニティ推進部市民局

2-4-2

・ホームページ、市政だより等を活用し、共働事
業提案制度の周知を図る。事業提案の募集・実
施、事業の成果、評価の結果をホームページで
公表する。
・ＮＰＯからの事業提案に対しサポートを行う。
・職員へ研修を実施する。

（１）共働事業提案制度の実施
　・ＮＰＯからの事業提案を公開プレゼンテーションを経て採択（４事業）。
　・前年度１年間の事業の成果等を報告する「最終報告会」（４事業）や，翌年
度も事業継続を希望する事業の「中間報告会」（２事業）を実施。

（２）共働を理解する課長研修（必修研修と位置付け）の実施や，一般職員を
対象としたＮＰＯを理解する研修の実施。

（３）多様な主体との出会い場「共働カフェ」の実施。

実施手法

・市民や職員が報告会等に参加する。
・ＮＰＯが事業提案し共働事業を実施する。
・職員が研修を受講し，NPOや共働に関する理
解が深まる。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

地域課題が複雑化・多様化し、行政だけでは解決できなくなってきた。一方、
地域社会における公共の担い手としてＮＰＯ等の活動が活発化しており、双
方の相乗効果を生み出し社会課題の解決を目指す仕組みとして「共働事業
提案制度」が生まれた。

施
策
成
果
指
標

○共働事業提案制度採択件数（年４事業採択）

○NPO・ボランティア活動などへの参加率（過去５年間にNPOやボランティ
ア活動などに参加したことがある市民の割合）
（平成28年度目標：20％）

共働の推進

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

事業群

基
本
計
画

なし

平成20年度，平成24年度 分野別目標

施策コード

施策

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

根拠法令

事業開始年度

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

さまざまな支え合いとつながりができている

行政計画上の位置づけ

市民公益活動推進課

(

千
円

)

事
業
費

２５年度

2,218

２６年度

ＮＰＯ等の新しい視点での企画を行政とともに取
り組むことで、市民の社会参加の機会を広げ社
会課題を解決していく。また、行政における業務
の見直しや職員の意識改革を図る。

2,171
２６年度決算見込額

実　　績

２５年度決算額

委託含む 補助金含む 負担金含む

2,328

最終年度

一般財源

特定財源

歳出合計

年度

歳
入

0
2,328

啓発研修，共働
カフェの実施回
数

目標

2

13.1%

2,218

7

16

50.0%

目標 4

-

実績

43.8%

-

達成率

目標

77.1%

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

・市民が社会課題に気づき，自ら解決する必要
性を理解する。
・社会課題の解決に繋がると共に、行政の事務
事業の見直しに繋がる。
・ＮＰＯの企画力・事務処理能力が向上する。
・ＮＰＯが世間に認知され、信頼される。
・共働事業の企画が生まれ，職員がさまざまな
主体と共働する機会が増える。

・社会課題が解決される。
・市民公益活動に関わる市民の数が増える。
・公助や共助を担える自立したＮＰＯが増える。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

区分 指標の内容

2,171

-

24%
14.3% 17%

成
果
の
指
標

NPO・ボランティ
ア活動などへの
参加率

達成率

共働事業提案
制度採択件数

ＮＰＯと共働した
ことがある市職
員の割合

実績

実績 4
達成率

目　　標

0

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

・地域活動が活性化する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

657

事業実施公民
館数

発掘・育成され
た人材 実績

実績
達成率

指標の内容

1,000

成
果
の
指
標

達成率

達成率

目標

目標

活
動
の
指
標

目標

達成率

目標

実績

(

千
円

)

事
業
費

区分

一般財源

特定財源

歳出合計

年度

歳
入 861

２５年度決算額

20

２６年度決算見込額

実　　績 目　　標
２７年度

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

根拠法令

・公民館から企画を募集公民館を拠点に，子育て支援，高齢者支援，安
全安心のまちづくりなどの分野で，多くの住民が
自分らしく生き生きと活動しており，住民同士の
つながりや支え合いができている。

・選考により実施（20公民館）

・多彩な人材が発掘・育成される

18

最終年度

地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用

20

２７年度予算額

657

校区住民

誰(何)を対象として行なうのか

19

負担金含む

・子育て支援，高齢者支援，安全・安心のまちづくりなどの分野で，団塊の世
代や地域ボランティアに関心をもつ世代など地域における多様な人材が活
躍できる事業を地域と連携して実施し，活動の担い手づくりを行う。
・各区で公民館から企画を公募し，選考により実施（20公民館）
・報告会を通じて，先進事例や成果を共有し効果的な活用を図る。

実施手法

２５年度

20

２６年度

1,000

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

さまざまな支え合いとつながりができている

行政計画上の位置づけ

公民館調整課コミュニティ推進部市民局

2-1-2

事業群

公民館地域人材発掘・育成支援事業事業名

なし

背
景

事業開始年度

継続新規／継続

支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

20

基
本
計
画

なし

平成２５年度 分野別目標

施策コード

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

委託含む 補助金含む

861

施策

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に
地域活動の担い手不足が大きな課題となっており，地域に潜在する
多様な人材を発掘し，地域活動へつなげる仕組みづくりが公民館に
求められているため。

施
策
成
果
指
標

○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割
合）６５％（平成２８年度）

実績

２８年度

1,533 100

90.0%

100

95.0%

2261.0%

2,261

100

年度

1533.0%
年度

28年度

100

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
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標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

地域コミュニティの拠点として，公民館の利用率
が向上する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

116.0%

40

509

自治協ブログボラ
ンティア育成講座
（受講校区）

自治協ブログボ
ランティア育成
数（延べ）

実績

実績
達成率

146

25

29 70

指標の内容

1,137

成
果
の
指
標

ブログ開設公民
館数（延べ開設
数）

達成率

達成率

公民館ブログ開
設講座受講公
民館（受講館）

目標

目標

活
動
の
指
標

目標

達成率

目標

実績

(

千
円

)

事
業
費

区分

一般財源

特定財源

歳出合計

年度

歳
入 1,809

２５年度決算額

-

２６年度決算見込額

実　　績 目　　標
２７年度

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

根拠法令

・動機づけのための講習会を開催する。
・技術的な講習会を開催する。

インターネットを活用し，自主的な情報発信を行
う。

・公民館職員が動機づけのための講習会を受
講する。
・公民館職員・地位団体の構成員が技術的な講
習会を受講する。

・意欲的な公民館がブログを開設し，他の公民
館に広がっていく。
・意欲的な自治協の構成員がブログ運営に参加
し，他の自治協に広がっていく。

5

最終年度

公民館の機能強化

10

２７年度予算額

509

公民館
自治協議会

誰(何)を対象として行なうのか

4

負担金含む

・公民館において，自治協議会が開設するブログの運営ボランティアを養成
し，ブログの安定的・継続的な運営を支援する。
（10校区程度で講習会を実施）
・ブログ等のICTを活用した公民館情報の発信を強化し，公民館を利用する
新たな住民の拡大に取り組む。
（動機づけの講習会を各区で実施後，ブログ開設を希望する館を中心に技術
的な講習会を行う）
平成25年度は動機づけの研修については，全公民館が受講し，そのうち29
館が新たにブログを開設した。
平成26年度は希望する館に技術講習を行うなどし，述べ実施館数は40館と
なった。

実施手法

２５年度

-

２６年度

1,137

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

さまざまな支え合いとつながりができている

行政計画上の位置づけ

公民館調整課コミュニティ推進部市民局

2-2-1

事業群

みんなの公民館づくり（地域・公民館の情報発信の強化）事業名

なし

背
景

事業開始年度

継続新規／継続

公民館などを活用した活動の場づくり

10

基
本
計
画

なし

平成２５年度 分野別目標

施策コード

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

委託含む 補助金含む

1,809

施策

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に
現在は，情報発信・収集の手段として，インターネットの利用が一般的となっ
ているが，公民館や自治協議会では主に紙媒体を利用した広報活動が行わ
れており，ブログ等の効果的なインターネットの活用が遅れているため。

施
策
成
果
指
標

○ 公民館の利用率（年に1回以上公民館を利用した市民の割合）
35％（平成28年度）

実績

27年度

50

-

130 100
-

-
-

68

-

-

年度

70
80.0%

27年度

27年度

100

-

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
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指
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小 
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指
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

・公民館に人が集まり，あらたな人のつながりが
生まれ，利用率が向上する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

2,026

新たな取り組みを行
う公民館数
(28年度は延べ公民
館数)

公民館の利用
率 実績

実績
達成率

指標の内容

2,114

成
果
の
指
標

達成率

達成率

目標

目標

活
動
の
指
標

目標

達成率

目標

実績

(

千
円

)

事
業
費

区分

年度

歳
入 一般財源

特定財源

歳出合計

512

２５年度決算額

512

-

目　　標
２７年度

２７年度予算額

2,026

・各区が先進事例の収集や情報提供を行う。
・公民館職員を対象とした研修を開催する。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

2,114
２６年度決算見込額

実　　績

・先進事例を参考に，校区の実情に合わせた活
用促進の取り組みを開始（順次）する。

・公民館ごとの利用実態を把握・分析を行う。
・公民館運営懇話会に意見を求め，校区の実情
に合った方策を検討する。

・ロビー機能等（個人利用）の活用も含め，より多くの地域住民が気軽に立ち
寄り，ふれあい，交流できる場として地域の実情に合わせた活用促進の方策
を検討する。
・平成26年度は効果的な取り組みとするため，各公民館からの企画案を募
集・し外部委員を含めた検討会で企画案を選定。優れた取組みを提案した公
民館に対し，予算配分を行い，各公民館において事業を実施した。

実施手法

事業開始年度

より多くの地域住民が気軽に立ち寄り，また集
まった住民がふれあい，絆を深め，交流できる
場となる。

公民館

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

さまざまな支え合いとつながりができている

行政計画上の位置づけ

公民館調整課コミュニティ推進部市民局

2-2-1みんなの公民館づくり（住民の活動の場づくりの充実）

背
景

事業名

事業群

誰(何)を対象として行なうのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

継続新規／継続

基
本
計
画

なし

平成２５年度 分野別目標

施策コード

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

なし

公民館は地域でのさまざまな活動や交流の拠点として重要な役割を
担っており，にぎわいの場としての役割の充実・強化が求められてい
るため。

施
策
成
果
指
標

○公民館の利用率（年に1回以上公民館を利用した市民の割合）
35％（平成28年度）

公民館の機能強化

公民館などを活用した活動の場づくり根拠法令 施策

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

最終年度

12
100

26

２５年度

-

２６年度

実績

28年度

-

22.6%

-

年度

年度

28年度

35%

12

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

２５年度

25

・「いじめを許さない」とする子どもの割合が増加
する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

成
果
の
指
標

２７年度

目標

目標

活
動
の
指
標

目標

達成率

目標

実績

２６年度決算見込額

実　　績

一般財源

特定財源

歳出合計

-

1,472

道徳教育推進
モデル校区の
公民館

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画上の位置づけ

公民館調整課

2-2-1

子どもの規範意識・自尊感情の低下，いじめや不登校の増加に早急
に対応する必要があるため。

コミュニティ推進部市民局

1-8-1

施策

ロジックモデル作成用のテーブル

公民館こころ輝くまちふくおか推進事業

・道徳教育推進モデル校区の公民館が，学校・
地域と連携し，地域の人たちの協力を得なが
ら，子どもの地域社会での活動体験の機会を充
実する。

道徳教育推進モデル校区の公民館が，学校・地域と連携し，地域の人たち
の協力を得ながら，子どもの地域社会での活動体験の機会を充実する。
（具体的手法）
ボランティア活動（ふるさとの川の清掃等），地域行事への参加，三世代交
流，職場体験，自然体験，集団生活等

実施手法

・さまざまな活動体験ををする小・中学生の増加
する。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

年度

歳
入

0
1,437

２５年度決算額

1,437
２７年度予算額(

千
円

)

事
業
費

・地域活動への参加等をはじめとした活動体験
を通して，地域の人へ挨拶をする等の基本的生
活習慣や規範意識，思いやりといった道徳心が
育まれる。

実績

指標の内容

2,100

最終年度

3225

事業名

事業開始年度

根拠法令

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

背
景

継続新規／継続

32

基
本
計
画

なし

平成２５年度 分野別目標

施策コード

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

21

なし
施
策
成
果
指
標

○地域の遊び場や体験学習の場への評価（地域の小中学生はさま
ざまな遊びや体験学習をする場や機会に恵まれていると感じる，高
校生以下の子を持つ保護者の割合）６０％（平成２８年度）

知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成

自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

事業群

年度

83%

1,472

児童・生徒

誰(何)を対象として行なうのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

目　　標
区分

地域行事へ参
加する子どもの
割合（小学生）

実績

達成率

-

- 83%

地域の人へ挨
拶する子どもの
割合（小学生）

達成率

達成率

27年度

27年度

58%

21

２６年度

地域の人へ挨拶をする等の基本的生活習慣や
規範意識，思いやりといった道徳心のある子ど
も。

2,100

実績

27年度

-

- 58%

100.0%

-

100.0%

-

-
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ト
ロ
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率

33.8 33.9
達成率 96.6% 94.2%

実績

成
果
の
指
標

市民のマナーに
対する満足度

目標 35.0 36.0

目標

実績 39.0
34年度

60.0

年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・人に優しく安全で快適なまちになる。
・福岡市の評価が高くなる。
・市民のマナーに対する満足度が向上する。

達成率

活
動
の
指
標

路上禁煙地区
内の歩行喫煙
者指導者数

目標 8,000 8,000

8000

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

105,077

年度

実績 8,144 7,899
達成率 101.8% 98.7%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 4,136 3,873 4,304 ・モラル・マナーが向上する。
・路上喫煙者、歩行喫煙者が減少する。一般財源 51,325 81,402

・モラル・マナーに対する意識が向上する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 55,461 85,275 109,381

福岡市内に居住，滞在また
は福岡市内を通過する人

　誰もがルールやマナーを遵守し，それに対し
高い満足度が得られる状態の実現を図る。

・モラル・マナー推進員による継続的な指導啓発
・モラル・マナー向上に関する広報啓発
・路上禁煙地区の定着に向け，チラシ配付や･
看板・路面標示増設
・外国人向けＦＭ放送等による広報啓発

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○人に優しく安全で快適なまち福岡をつくる条例の広報啓発
○モラル・マナー向上市民運動の日(10月1日)にかかる，市民，ボランティア
団体，事業者等と連携した啓発活動
○モラル・マナー推進員による歩行喫煙防止等の巡回指導，啓発
○路上禁煙地区の定着に向けた路上禁煙シンボルキャラクターを活用した
広報
○地域や商店会，事業者団体等との共働による歩行喫煙防止広報・啓発活
動

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 政策推進プラン 事業群 モラル・マナーの向上

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○市民のマナーに対する満足度（平成28年度目標：45％）

　昭和６３年に設立された「見つめて福岡モラル・マナー向上市民運
動本部」が平成１８年度末で解散し，平成１９年度からは，「ふくおか
安全安心よかまち運動」として，市民やＮＰＯ，ボランティア団体等と
連携して実施している。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-4-2

根拠法令 人に優しく安全で快適なまち福岡をつくる条例 施策 ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり

事業開始年度 平成19年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 モラル・マナー向上市民啓発事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

活
動 

の 
指
標 

 
 

 
 

成
果
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指
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成
果
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大 

小 

小 

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率 101.6% 99.6%

38 59
達成率 84.4% 65.6%

実績 2,952 2,812

成
果
の
指
標

自転車安全利
用推進員の在
籍校区数

目標 45 90

自転車が関連
する交通事故

目標 3,000 2,800

実績 100
年度

2,800
年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 自転車利用者の交通ルール・マナー違反等による
歩道上で歩行者を巻き込んだ自転車事故が減少
する。

達成率

活
動
の
指
標

自転車安全利
用推進員講習
会の受講者数

目標 300 300

300

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

10,913

年度

実績 187 152
達成率 62.3% 50.7%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 662 620 694 自転車利用者のマナーが向上する。

一般財源 18,598 16,598

・自転車教室・自転車安全利用フォーラムを受講
者した人が増える。
・自転車安全利用の理解が進む。
・自転車安全利用推進員が増える。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 19,260 17,218 11,607

自転車を利用する市民等 自転車が関連する事故の防止を図り、本市にお
ける交通安全の確保を図る

・出前講座(自転車安全利用)
・自転車安全利用推進員講習会の開催
・自転車安全利用指導員による指導・啓発
・自転車安全利用推進員の活動支援
・自転車安全利用フォーラムの開催

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○出前講座(自転車安全利用)
○自転車安全利用推進員講習会の開催
○自転車安全利用指導員による指導・啓発
○自転車安全利用推進員の活動支援
○自転車安全利用フォーラムの開催

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 政策推進プラン 事業群 安全で適正な自転車利用

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

施
策
成
果
指
標

○自転車が関連する交通事故発生件数
（平成28年目標：2,500件）　自転車は，幅広い年齢層において，買物，通勤・通学，レジャーな

ど，多様な用途で利用され，環境負荷の軽減、交通渋滞緩和や健康
増進等の観点からも，今後，ますますその利用が促進されることが予
測されているが，近年，自転車利用者の交通ルール・マナー違反等
により，自転車が関連する事故が多発し，重大事故に陥る可能性の
高い歩行者を巻き込んだ件数は増加傾向にあり，安全利用の啓発が
重要となっている。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-4-1

根拠法令 福岡市自転車の安全利用に関する条例 施策 ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり

事業開始年度 平成22年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 自転車安全利用推進事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

なし

飲酒運転の撲滅を本市の特に重要な施策として位置づけ，関係機関・
団体と連携し，飲酒運転の撲滅(ゼロ）に向けた広報啓発活動をより積
極的に推進するため

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-5-4

根拠法令 なし 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 飲酒運転撲滅対策事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ なし 事業群 飲酒運転撲滅への取組み

背
景

地域，学校，企業 地域や事業者が行う飲酒運転撲滅の取り組みを
促進するとともに，積極的な広報啓発を行うことに
より飲酒運転撲滅の気運を一層高め，飲酒運転
ゼロを目指す

・飲酒運転撲滅大会等の開催
・関係機関・団体，地域等と連携した撲滅キャン
ペーン等の実施
・「飲酒運転撲滅前言の店」の拡充，撲滅ポスター
の掲示拡大
・各種広報媒体を活用した広報啓発の実施

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○「飲酒運転ゼロを誓う市民の集い」等の開催
○飲酒運転ゼロを誓う折り鶴プロジェクトの実施
○関係機関・団体，地域等と連携した飲酒運転撲滅キャンペーン等の開催
○「飲酒運転撲滅宣言の店」や飲酒運転撲滅ポスター掲示協力店の拡大
○各種広報媒体を活用した広報啓発の実施
○県や交通安全協会をはじめ，各関係機関との連携を強化

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・飲酒運転の撲滅（ゼロ）に賛同する人が増加
・「飲酒運転撲滅宣言の店」が増加、撲滅ポスター
の掲示拡大

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 3,552 3,381 3,467 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 飲酒運転は，犯罪であることが社会的に認識され
る。一般財源 3,552 3,381 3,467

年度

実績 82,783 90,668
達成率 102.2% 109.2%

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

飲酒運転がなくなる。

活
動
の
指
標

交通安全教室
等の受講者数

目標 81,000 83,000

85,000

0
年度

年度

年度

成
果
の
指
標

飲酒運転事故
の発生件数

目標 0 0

目標

実績

達成率

46 47
達成率

実績

活
動 

の 
指
標 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 

ｖ 

大 

大 

小 

小 

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 



主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

達成率 102.6% 98.3%

29.9% 33.6%
達成率 99.3% 106.0%

実績 23,399 23,400

成
果
の
指
標

犯罪の少なさに
関する満足度

目標 30.1% 31.7%

刑法犯認知件
数

目標 24,000 23,000

実績 34.0%
年度

22,000
年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・犯罪が減少するなど市民の安全が確保され，
安心感が向上する。達成率

活
動
の
指
標

推進本部会議
（総会及び幹事
会）の開催

目標 2 3

1

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

2,703

年度

実績 2 4
達成率 100.0% 133.3%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 1 1 1 ・関係者の連携協力のもと，防犯の取組みが推
進される。一般財源 4,741 3,074

・関係者の情報共有及び連携強化が図られる。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 4,742 3,075 2,704

市及び関係機関・団体等 関係者連携のもと防犯施策を総合的かつ効果
的に推進している状態

・犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部
の運営等

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

・犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部の運営
・県警察との連絡会議の開催
・中洲安全安心まちづくり推進協議会総会の開催
・犯罪被害者支援対策　など

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市防犯のまちづくり推進プラン 事業群 市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下）　平成18年２月に，地域，事業者，警察，関係機関・団体及び市で構成する

「福岡市犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部」を設置。関係者連
携のもと，防犯施策を総合的かつ効果的に推進することとした。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-5-1

根拠法令 福岡市犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進条例 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 平成17年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率 102.6% 98.3%

29.9% 33.6%
達成率 99.3% 106.0%

実績 23,399 23,400

成
果
の
指
標

犯罪の少なさに
関する満足度

目標 30.1% 31.7%

刑法犯認知件
数

目標 24,000 23,000

実績 34.0%
年度

22,000
年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 犯罪発生件数が減少するなど，市民の安全が
確保され安心感が向上する。達成率

活
動
の
指
標

全校区でのパト
ロールカー導入

目標 146 146

96

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

30,865

年度

実績 86 93
達成率 58.9% 63.7%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 2,461 2,277 2,507 市内に地域防犯パトロールカーが多数運行する
ことで地域の防犯意識が向上し，また，犯罪の
抑止効果が高まる。

一般財源 22,508 25,187

地域防犯パトロール車両の増加

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 24,969 27,464 33,372

地域，市民 安全で安心して暮らせるまち 庁用車の譲渡・補助金制度について，区役所を
通じて地域へ周知する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む
１　パトカー走って安全っ隊事業（平成18年度開始）
　　使用期間の満了した庁用軽自動車を要望のある校区自治協議会等へ車検整備
　　後，無償で譲渡する。（平成26年度譲渡台数:5台)
２　地域防犯パトロールカー支援事業（平成22年度開始）
　　地域防犯パトロールに使用されている車両で，白黒塗装かつ青色回転灯装備車
　　について，車検代関連費用（上限10万円）を補助する。
　　（平成26年度補助台数：36台）
３　地域防犯パトロールカーガソリン代助成制度（平成26年度開始）
　　地域防犯パトロールに使用されている青色回転灯を装備した車両について，新規
　　運用開始月から２年間のガソリン代を年間３万円を上限として助成する。
４　生活安全専門員による各種防犯施策の実施（平成24年度開始）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市防犯のまちづくり推進プラン 事業群 市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下）パトロール活動の支援を行うことにより，地域の防犯力強化を推進す

るため

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-5-1

根拠法令 なし 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 平成18年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 地域防犯力強化事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
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大 

小 
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果
の
指
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果
指
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の
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要
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成
果
の
指
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施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率 99.3% 106.0%

200 141
達成率 80.0% 113.5%

実績 29.9% 33.6%

成
果
の
指
標

性犯罪認知件
数

目標 160 160

犯罪の少なさに
関する満足度

目標 30.1% 31.7%

実績 140
年度

34.0%
年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・性犯罪被害者が減少する。
・子どもの犯罪被害が減少する。達成率

活
動
の
指
標

性犯罪防止出
前講座受講者
数

目標 2,000 2,200

2,500

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

5,012

年度

実績 2,225 2,470
達成率 111.3% 112.3%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・女性や子どもの防犯意識が向上する。

一般財源 3,932 5,409

・性犯罪防止教育受講者が増加する。
・安全教育を受けた子どもが増加する。
・子どもや女性が防犯について考える機会が増
加する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 3,932 5,409 5,012

子ども・女性 性犯罪は「魂の殺人」と言われるほど深刻な被害を女性に
及ぼすため被害防止に積極的に取り組む必要がある。
子どもに危害を与える犯罪や不審な人物からの声かけや付
きまとい事案から、子どもを守る。

・啓発活動の推進
・出前講座の実施
・「コスモスネットワーク」と連携した事業の推進
・子どもへの安全教育等の実施　など

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○シンボルマークを活用した啓発活動の推進（啓発グッズ，ポスター，チラシ
等）
○性犯罪抑止活動を推進するための法的整備（防犯推進プラン，安全安心
条例）
○子ども・女性安全安心ネットワーク（コスモスネットワーク）と連携した事業
の推進
○出前講座の実施（性犯罪対策）
○防犯カレンダーによる啓発（小学生）
○性犯罪被害，インターネット関連トラブル防止の漫画冊子による広報・啓
発（中学生）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市防犯のまちづくり推進プラン 事業群 市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下）　福岡市内における、性犯罪（強制わいせつ・強姦）の認知件数は、

政令指定都市のなかでワースト上位で推移している。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-5-1

根拠法令 なし 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 子ども・女性安全対策事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

達成率 102.6% 98.3%

29.9% 33.6%
達成率 99.3% 106.0%

実績 23,399 23,400

成
果
の
指
標

犯罪の少なさに
関する満足度

目標 30.1% 31.7%

刑法犯認知件
数

目標 24,000 23,000

実績 34.0%
年度

22,000
年度

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・犯罪が減少するなど市民の安全が確保され，安心
感が向上する。達成率

活
動
の
指
標

街頭防犯カメラ
の設置台数

目標 100 100

105

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

26,221

年度

実績 159 145
達成率 159.0% 145.0%

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・各地域の必要に応じ街頭防犯カメラが設置され，犯
罪の起きにくい環境づくりが実現される。一般財源 36,416 39,047

・自治協議会及び自治会・町内会等による街頭防犯
カメラの設置が普及促進される。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 36,416 39,047 26,221

自治協議会及び自治会・町
内会等

　それぞれの地域において，街頭防犯カメラが
設置されるなど犯罪の起きにくい環境づくりが実
現している状態

・街頭防犯カメラの購入・設置等に係る費用を一部
助成する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　自治協議会，自治会・町内会等が防犯カメラを設置する際の，防犯カメラの
機器購入費及び設置工事費等の75％以内を補助（１台につき30万円を上
限）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ 福岡市防犯のまちづくり推進プラン 事業群 犯罪が発生しにくい環境づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○犯罪の少なさに対する満足度（Ｈ２８：３５％）
○刑法犯認知件数（Ｈ２８：２１，０００件以下）　平成23年の人口千人当たりの認知件数が政令指定都市でワースト

３位。特に街頭で発生しているオートバイ盗，自転車盗，強制わいせ
つなどの犯罪が上位を占めている。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-5-2

根拠法令 なし 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 平成24年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 街頭防犯カメラ設置事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

活
動 

の 
指
標 
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果
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の
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小 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・暴力団の組織維持が困難になり，犯罪発生件数
が減少するなど，安全で住みよいまちづくりが実現
する。

29.9% 33.6%
達成率 99.3% 106.0%

実績 23,399 23,400

目標 30.1% 31.7%

目標 24,000 23,000

実績

22,000
年度

34.0%
年度

達成率 102.6% 98.3%

年度

成
果
の
指
標

犯罪の少なさに
関する満足度

刑法犯認知件
数

目標

活
動
の
指
標

暴力事務所撤
去件数

目標 1

1

達成率

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 500 ・暴力団が，社会経済活動の場から排除される。　・
行政，地域が一体となって暴力団排除に取り組む
体制が構築される。

２７年度予算額

歳出合計 0 0 1,030

暴力団事務所撤去運動 　活動を推進する地域、団体への経済的支援

0.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 0 0 530

年度

実績 0
達成率

２６年度

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・暴力団事務所撤去活動の支援。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

補助申請の実績なし（※26年度新規事業）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・暴力団排除活動の推進及び暴力団事務所撤去の
早期実現が図られる。

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○犯罪の少なさに対する満足度（平成28年度目標：35％）
○刑法犯認知件数（平成28年目標：21,000件以下）福岡県において平成25年6月に、市町村が実施する暴力団事務所撤

去運動への支援事業に関する補助制度が創設されたため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

根拠法令 福岡市暴力団排除条例 施策 犯罪のない安全で住みよいまちづくり

事業開始年度 昭和40年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 暴力団事務所撤去運動支援事業 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ なし 事業群 暴力団排除対策の推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 生活安全部 生活安全課

3-5-3

活
動 

の 
指
標 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

大 

大 

小 

小 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 防災・危機管理部 防災・危機管理課

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

該当する施策成果指数の設定なし

　大規模地震災害の際、自治体及び民間企業などが業務（事業）を
継続することの重要性から、内閣府が全国の自治体に計画策定を働
きかけている。また、同計画の策定は東日本大震災後、加速してい
る。

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

3-1-1

根拠法令 なし 施策 災害に強いまちづくり

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 防災・危機管理体制の充実・強化（業務継続計画の策定及び普及） 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 地域防災計画 事業群 防災・危機管理体制の強化

背
景

市役所
市内の企業等

大規模地震災害による被害を軽減
災害後、短期間での業務開始

福岡市業務継続計画の策定

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　福岡市役所の業務継続計画の策定に向け、市役所内の検討組織（災害予
防対策会議）により検討
・非常時優先業務の実施に係る課題の抽出及び対応策の検討
　業務継続性の確保のため、非常時優先業務の執行に必要な資源（人員・
庁舎・情報システム等）の確保状況の分析、課題の抽出整理。
・非常時優先業務の実施に係る指揮系統（代行者）の検討
　各業務に関して、組織上位者の意思決定が迅速・確実に伝わるとともに、
様々な組織レベルからの報告の中で、重要なものが組織上位者に適切に伝
わるような指揮命令系統を確立。 市長等の職務の代行や継承について検
討。
・ 業務継続計画の策定（ＰＤＣＡサイクルの構築）
　業務継続の意思統一を図り、計画の実効性を高めるため、職員の教育・訓
練計画について検討。また、ＢＣＰ自体の管理・更新計画について検討を行
い、管理責任者・組織やチェック方法・内容・時期等を定めることにより、職員
の教育・訓練・計画とあわせ、災害対応力向上のためのＰＤＣＡサイクルを構
築。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

災害発生時にも行政機能及び社会機能が確保
される。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 3,990 3,240 0 ③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 災害後、必要な市民サービスを受けられるまで
の期間が短縮する。一般財源 3,990 3,240 0

年度

実績
達成率

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

年度

活
動
の
指
標

課題への対応
（業務継続の阻
害要因除去）

目標

目標

成
果
の
指
標

市民の安心感 目標

目標

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 市民が安心して生活できるまちとなる。

達成率

年度

年度

実績

達成率

達成率

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 外国人観光客が増える。

達成率

実績

目標

目標

実績

年度

活
動
の
指
標

標識の4カ国語
表記化

目標 164 220

270

達成率

年度

達成率

年度

成
果
の
指
標

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２７年度 最終年度

３４年度

実績 180 229
594

達成率

２６年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

0 0 0 安心して市内を観光出来る。

109.8% 104.1%
(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 3,007 1,285
歳
入

特定財源

２７年度予算額

歳出合計 3,007 1,285 3,500

3,500

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

避難所標識を日英中韓の４カ国語表記に整備
する。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

経年劣化により標識の建替や板面の書換が必要な標識を４カ国語表記で整
備した。

ターボリン担架177式配備　市内の全公民館・各区役所
簡易トイレ24,000枚備蓄    市内の全公民館・各区役所・防災倉庫
安定ヨウ素剤配備　　　　　 玄海原発から50km圏内の全市民
　　　　　　　　　　　　　　　　 約570,000人分を三ヵ年計画で平成28年度
　　　　　　　　　　　　　　　　 までに備蓄

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

外国人観光客にも避難所が分かるようになる。

外国人観光客，避難所標識
白粥については，アレルギー体質者及び離乳
食対応者
担架は校区の訓練等を対象
トイレは警固断層南東部の避難想定者数約
24,000人
安定ヨウ素剤は，玄海原発から40km圏内の40
歳未満の福岡市民約273,000人を対象

外国人観光客に避難所が分かるようにする。
地域住民の防災力向上等
災害発生初動時の迅速な応急対応

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

施
策
成
果
指
標

該当する施策成果指数の設定なし

国際化に伴う海外からの観光客が増加しており，外国人への情報提
供機能の強化が必要となった。また，アレルギー体質者用の白粥
は，代用できる食物が限られ，流通量も十分でなく流通備蓄等の活
用が困難と予想されるので，平成２２年度から備蓄を開始した。簡易
トイレや安定ヨウ素剤については，東日本大震災の教訓を踏まえ備
蓄を行った。担架（ターボリン担架）については，各校区の防災訓練
における避難・搬送訓練の普及啓発・支援を図るため，配備を行っ
た。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

根拠法令 なし 施策 災害に強いまちづくり

事業開始年度 平成２４年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 避難支援対策の充実・強化（避難所機能の強化） 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ なし 事業群 防災・危機管理体制の強化

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 防災・危機管理部 防災・危機管理課

3-1-1

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 土砂災害による人的被害が少なくなる。

達成率

実績

目標

目標

実績

年度

活
動
の
指
標

目標

達成率

年度

達成率

年度

成
果
の
指
標

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２７年度 最終年度

年度

実績
達成率

２６年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

4,000 11,286 5,077 土砂災害に対する関心が高まり，自宅近辺の危
険箇所の把握をする。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 4,033 11,286
歳
入

特定財源

２７年度予算額

歳出合計 8,033 22,572 11,222

6,145

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

福岡県が指定する土砂災害警戒区域等を，ハ
ザードマップの作成・配布や広報等により住民
に周知し，また，円滑な避難が行われるように
警戒避難体制及び情報伝達体制の整備を行
う。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　対象80校区・地区の地域住民に対して，ヒアリングを実施し，避難経路等の
意見を収集し，ハザードマップを作成した。また，市内７区の情報伝達体制の
整備（既存の体制見直しやサイレン設置等の検討）や警戒避難体制の整備
（市独自の避難情報等の発令基準や区域の検討，有効な避難経路や避難
所の選定）の検討を行った。
　また，平成27年度には，ハザードマップを市民へ配布するとともに，土砂災
害に係る地域でのフィールドワークや避難訓練を支援する予定である。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

土砂災害に対する住民の防災意識が向上し，
土砂災害のおそれが高まったときに，円滑な避
難が行われるようになることで，土砂災害発生
時の人的被害が最小限に抑えられる。

一般市民 土砂災害に関する知識と防災意識を向上させ，
土砂災害のおそれが高まった時に早めの避難
が実施されるようになる。

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○地域の防災対策への評価（Ｈ２８：３５％）

福岡県が市内の土砂災害警戒区域等の指定をするために，平成２２
年度から各区で調査を開始し，平成２５年度中に７区全ての指定を完
了する予定で手続きを進めている。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

根拠法令 土砂災害防止法 施策 災害に強いまちづくり

事業開始年度 平成２５年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 避難支援対策の充実・強化（土砂災害対策） 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 地域防災計画の災害予防と避難対策 事業群 防災・危機管理体制の強化

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 防災・危機管理部 防災・危機管理課

3-1-1

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

実績 　地域防災力のさらなる向上につながる。

達成率

実績

目標

目標

実績

年度

活
動
の
指
標

目標

達成率

年度

達成率

年度

成
果
の
指
標

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２７年度 最終年度

年度

実績
達成率

２６年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

1 1 1 　災害による犠牲者が大幅に減少する。
　地域の自助・共助にかかる取組が活性化す
る。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 7,714 14,589
歳
入

特定財源

２７年度予算額

歳出合計 7,715 14,590 15,640

15,639

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

　災害時に援護を必要とする方々を支援する体
制を構築する。
　自主防災組織への防災資器（機）材等の支援
及び補助。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　災害時要援護者にかかる庁内プロジェクトチームを開催し，制度の概要や
進め方について協議し，認識の共有を図った。
　また，出前講座の実施や地域での自主防災活動において使用または必要
とする防災資器材等の購入支援などにより，自主防災組織の活性化並びに
地域防災力の向上を図った。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

　地域での共助の取り組みが活発化し，避難支
援が円滑に進む。
　自主防災組織を中心として，地域防災力の向
上に向けた取組が期待される。

地域住民
自主防災組織

災害時の共助にかかる取り組みの活性化

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○自主防災活動への参加率（Ｈ２８：１５％）
大規模な震災・災害時に犠牲者は，ほとんどが高齢者であるため，災害時の避難支援を目的とした制度を策定し
た。
平成７年の阪神・淡路大震災を契機に，「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助の重要性が全国的に高ま
り，自主防災組織の結成及び育成の推進について，重点課題として取組を始めた。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

根拠法令 なし 施策 災害に強いまちづくり

事業開始年度 平成８年度 分野別目標 安全・安心で良好な生活環境が確保されている

事業名 地域防災力の向上（自主防災組織の育成） 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ なし 事業群 地域防災力の強化

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 防災・危機管理部 防災・危機管理課

3-1-2

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

スポーツ事業課

根拠法令 なし 施策 国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 市民局 スポーツ推進部

事業開始年度 平成２６年度 分野別目標 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

事業名 ラグビーワールドカップ２０１９開催地及びキャンプ地招致調査・検討 基
本
計
画

施策コード 5-5-1

行政計画上の位置づけ なし 事業群 国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割
合（Ｈ２８：７２．５％以上）ラグビーワールドカップ２０１９が日本で開催されることが決定してお

り，開催地とキャンプ地について，招致の判断をする必要があるた
め。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・開催地として福岡市が負担することになる必要
経費の積算
・経済波及効果の算定。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

 ・ 「ラグビーワールドカップ2019」開催地招致関連業務委託　　4,600千円
 ・ 「ラグビーワールドカップ2019」開催都市立候補地
　　視察受入れ及びプレゼンテーション業務委託　　489千円
 ・ラグビーワールドカップ2019関連パネル作製業務委託　　 964千円

 ・開催地及びキャンプ地招致に係る情報収集　　223千円

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・開催地招致に係る，福岡市の必要経費や経済
波及効果が明らかになる。

２７年度予算額

歳出合計 0 6,329 2,569

ラグビーワールドカップ
2019

ラグビーワールドカップ２０１９の開催地招致を
行う場合の福岡市の費用負担等を明らかにし，
開催地招致またはキャンプ地招致を判断する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 0 6,329 2,569

年度

実績
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・開催地またはキャンプ地招致の判断を行う。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

必要経費と経済波
及効果の把握
（数値化はできない）

目標

達成率

年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・招致について適切な判断がなされ，効果的な
スポーツ振興が図られる。

達成率

実績

成
果
の
指
標

適切な招致の判断
（数値化はできない）

目標

目標

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
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大 
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指
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成
果
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政
の
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ー
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要
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外
的
な
要
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の
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成
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主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

72.5
以上

年度

実績 73.7 76.8
達成率

増加
年度

実績 ２４０千人 229千人
達成率

成
果
の
指
標

プロスポーツ
チームなどの主
催試合観客数

目標

スポーツ観戦の
機会への評価

目標

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・アビスパ福岡が市民の財産となる。
・アビスパ福岡の活躍により、市の知名度、集客
力が向上する。

達成率

活
動
の
指
標

目標

目標

年度

実績
達成率

86,691

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 420 464 425 ・市民がファン、サポーターとなる
・アビスパ福岡の試合観客数が増加する
・アビスパ福岡の経営基盤が安定する

一般財源 87,463 85,108

・市民のアビスパ福岡への関心が高まる
・市民がアビスパ福岡の試合を見に行く
・市民のスポーツへの関心が高まる
・青少年の健全育成が図られる

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 87,883 85,572 87,116

市民
アビスパ福岡

・市民が、試合観戦やアビスパ福岡のホームタウ
ン活動を通して、一流のスポーツに触れ,交流でき
る機会が増える。
・多くの市民や企業、団体が、アビスパ福岡を誇り
に思い、積極的に支援することで、アビスパ福岡
の経営基盤が安定し、自立が図られる。

・観戦招待事業、少年少女サッカー教室、親子
サッカー教室、心の教育プロジェクト、アビスパ
健康教室、スポーツ大会等広告看板掲出、ブラ
インドサッカー教室の実施
・アビスパ福岡の周知・広報

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

　①観戦招待事業（小中高生とその保護者をホームゲームに招待）
　②少年少女サッカー教室（幼児、小中学生の団体を対象としたコーチによ
     るサッカー指導）
　③親子サッカー教室（小学生とその保護者を対象とした選手・コーチによる
     教室）
　④心の教育プロジェクト（市内小学校での選手・コーチによる特別授業）
　⑤アビスパ健康教室（およそ６０歳以上を対象とした運動啓発教室）
　⑥スポーツ大会等広告看板掲出（ホームゲーム時に掲出）
　⑦ブラインドサッカー教室（小学生以上を対象としたコーチおよびブライン
     ドサッカー選手による体験教室）

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 プロスポーツの振興

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○福岡市を活動拠点とするプロスポーツチームなどの主催試合観
客数（Ｈ２８：３３６，０００人）
○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割
合（Ｈ２８：７２．５％以上）

　アビスパ福岡が広く市民、地域に支えられる市民球団として自立し、
定着できるように支援する。
　サッカーを通した豊かなスポーツ文化の振興と青少年の育成を図るこ
とにより、市民スポーツの振興を推進する。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

5-5-2

根拠法令 なし 施策 国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

事業開始年度 平成７年度 分野別目標 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

事業名 アビスパ福岡活用・支援 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 スポーツ推進部 スポーツ事業課

行
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外
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

年度

実績
達成率

72.5
以上

年度

実績 73.7 76.8
達成率

成
果
の
指
標

スポーツ観戦の
機会への評価

目標

目標

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

実績 ・市民スポーツの振興が推進される。
・「国際スポーツ都市」としての知名度が上が
る。
・本市を訪れる観光客等が増え，経済効果がも
たらされる。

達成率

活
動
の
指
標

目標

目標

年度

実績
達成率

1,097

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 ・市民がトップレベルの競技を間近に見る機会
や，選手と交流する機会が増える。
・大会等の参加者やそれを目的とした観光客が
福岡を訪れ，認識する。

一般財源 3,284 1,086

・国際スポーツ大会や全国レベルの大会が開催
される。
・近隣地域で国際スポーツ大会等が開催される
際に，事前合宿地として利用される。
・大会開催や合宿地の受け入れにあたっては，
市民との交流事業等が実施される。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 3,284 1,086 1,097

国内外のスポーツ関係団
体等
市民

　国際スポーツ大会等開催地，事前合宿地の招致・支援を
行うことにより，市民が一流のスポーツに触れ，交流できる
機会が増えるなど，市民スポーツの振興が推進されるととも
に，本市の知名度向上や参加者・観光客増加による経済波
及効果ももたらされる。

・新規国際スポーツ大会や全国レベルの大会の
招致，開催支援を行う。
・国際スポーツ大会等の事前合宿地としての招
致，支援を行う。
・ＪＯＣﾊﾟｰﾄﾅｰ都市協定に関する事業を行う。

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

１　イギリス陸上競技連盟視察受け入れ
　　　平成２７年に世界陸上競技選手権大会が北京で開催されるにあたり，
　　事前合宿地として本市内陸上競技場等を視察と協議。
　　　・視察日：平成２６年１０月１４，１５日　視察者：３名
　　　　※平成２７年６月に視察予定。平成２５年度に２回視察。
２　スウェーデンオリンピック委員会事前合宿視察受入及び合意
　　　２０２０年の東京オリンピックが開催されるにあたり，事前合宿地として
　　スウェーデンオリンピック委員会が視察。その後，福岡市・福岡県の三
　　者で基本合意書の調印式を行った。
　　　　・視察日：平成２６年４月１１，１２日　視察者：２名
　　　　・調印式：平成２６年１０月８日（水）
　　　　　場　所：アクロス福岡６０６会議室

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割
合（Ｈ２８：７２．５％以上）　「国際スポーツ都市宣言」に基づき，スポーツを通じたまちづくりを進めてお

り，これまでの国際スポーツ大会で培われたハード・ソフト・ホスピタリティなど
を有効活用し，国際スポーツ大会等を招致，開催することにより，さらなる市
民スポーツの振興推進や，本市の国際的知名度の向上を図る。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

5-5-1

根拠法令 なし 施策 国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

事業開始年度 平成１９年度 分野別目標 磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

事業名 スポーツコミッション事業 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 スポーツ推進部 スポーツ事業課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 
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小 

 
 

 
 

成
果
の
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施
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果
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標 



主 再

【事業概要】

□ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

34年度

実績 52 53
60%

達成率

34年度

実績 57 57
70%

達成率

成
果
の
指
標

身近なスポーツ
環境に対する満
足度

目標

スポーツ活動を
する市民の割
合

目標

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 ・身近なスポーツ環境に対する満足度の増加
・スポーツ活動をする市民の割合の増加

達成率

活
動
の
指
標

福岡・糸島市民
枠申込者数（地
元先行申込）

目標

12,200

目標

年度

実績 11,639

達成率

92,670

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 18 9,100 身近なところでスポーツに親しみ，市民スポーツの
振興が推進される。

一般財源 43,227 99,566

福岡マラソンに参加（ランナー・ボランティア）及び
観戦する。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額 ２７年度予算額

歳出合計 43,227 99,584 101,770

スポーツに興味・関心のあ
る市民

スポーツをする・みる・支える人口を増加させる。 福岡マラソンの開催準備・開催運営を行う。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○福岡マラソンの開催準備
・協賛金の確保
・参加ランナー募集（申込者49,871人）
・ボランティア募集（3,310人が参加）
・コース沿道の地域住民及び事業者等への説明（交通規制の周知や観戦の呼
びかけ）を実施。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

行政計画上の位置づけ なし 事業群 スポーツ・レクリエーション活動の促進

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○身近なスポーツ環境に対する満足度（H28：65％）
○スポーツ活動をする市民の割合（H28:55％）
○スポーツ観戦の機会への評価（H28：72.5％）

市民から１０万人を超える署名による開催要望があった。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

1-5-1 5-5-1

根拠法令 なし 施策 スポーツ・レクリエーションの振興

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 福岡マラソン開催 基
本
計
画

施策コード

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 スポーツ推進部 スポーツ事業課

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

男女共同参画課

根拠法令 なし 施策 チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 新規

所管課名 市民局 男女共同参画部

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

事業名 女性活躍企業応援事業 基
本
計
画

施策コード 7-5-2

行政計画上の位置づけ なし 事業群 女性の活躍の場づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

・企業における女性管理職比率（Ｈ26：7％）

企業の中で責任ある地位に就くなど女性が活躍するには，女性社員の能力
向上が重要である。企業の枠を超えて同じ立場の女性が集まり，グループ研
修を通して能力向上と情報交換の場をつくるもの。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・参加企業，女性社員を募集
・グループ研修，講演会を実施
・女性リーダー育成研修を実施

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む
【福岡ウーマンフェスタ2015】
日本を代表する女性リーダーの講演を中心とする女性活躍推進イベントを実施。
基調講演①「これから活躍する女性の条件」ＮＰＯ法人J-Win理事長　内永ゆか子氏
貴調講演②「ずっと活躍し続けるためのキャリアのつくり方」プロノバ代表取締役社長　岡島悦子氏
パネルディスカッション「福岡の女性，こうすればもっと輝ける！」

参加人数１８０人
アミカス
【企業の社内研修支援（平成26年度新規）】
①女性リーダー育成研修（２コース）
　　・土曜５回コース，木曜10回コース　参加人数　各３０人
　　・「女性の大活躍推進福岡県会議」と連携し，自主宣言登録企業が
　　　女性社員を派遣する場合，県会議が受講料補助
②公開講演会＆交流会（１回）　参加人数４２人

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・女性社員の能力が向上する
・女性活躍に関する認知が上がる

２７年度予算額

歳出合計 8,748 8,835

企業の女性社員
女性社員を派遣した企業
その他の企業

女性社員の能力が向上する。
派遣した企業で女性の活躍が進む。

0.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 8,748 7,333

年度

実績

達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 1,502 ・女性の力がより発揮され，企業が成長する

目標 50

180

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

-
３４年度

12%

活
動
の
指
標

社内プロジェク
ト活動支援事業
への参加企業
数

目標 8 -

-

企業の社内研
修支援事業の
受講者数

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 60 ・経済活動が活発になる

達成率 120.0%

実績 10%
達成率 142.9%

成
果
の
指
標

企業における女
性管理職比率
（H21年度5.5%）

目標 7%

目標 年度

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

■ □ □

【活動・成果指標の達成度】

事業推進課

根拠法令 男女共同参画社会基本法 施策 チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 男女共同参画部

事業開始年度 平成25年度 分野別目標 創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

事業名 働く女性のチャレンジ支援事業 基
本
計
画

施策コード 7-5-2

行政計画上の位置づけ 福岡市男女共同参画基本計画（第２次） 事業群 女性の活躍の場づくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

企業における女性管理職比率（H26：7％）

国の「女性の活躍促進による経済活性化」行動計画等，本市の「福岡
市男女共同参画基本計画」基本目標５　施策の方向２に基づき，これ
まで十分でなかった働く女性の支援を実施するもの。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・実践型のセミナー
・企業の枠を超えた働く女性のネットワークづくり

２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

参加者を公募し、実践型セミナー（全5回）を実施
「女性のためのスキルアップ研修」
　受講者数　30人
　

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・受講生が，将来，リーダーや管理職として活躍
するための能力や意識を身につける。
・働く女性のネットワークが広がる。

２７年度予算額

歳出合計 1,013 1,104

働く女性 企業で管理職やリーダーになるための力をつけ
る。
企業で生き生きと働き，自分の力を発揮する。

68.0% 120.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 843 854

実績 17 30
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 170 250 ・受講した女性たちが，企業で管理職やリー
ダーとして活躍する。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

３４年度

12%

活
動
の
指
標

受講者数
（年間）

目標 25 25

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 女性の活躍により，企業の業績が上がり，市の
経済が活性化する。
働く場において，男女共同参画が実現される。

達成率

実績 10.0％
達成率 142.9%

成
果
の
指
標

企業における女
性管理職比率
（Ｈ21　5.5％）

目標 ７．０％

目標 年度

実績
達成率

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

人権推進課

根拠法令 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 施策 すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 人権部

事業開始年度 平成16年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 人権行政企画調整費（「福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画」の点検・検証） 基
本
計
画

施策コード 1-2-1

行政計画上の位置づけ 福岡市人権教育・啓発基本計画 事業群 人権尊重のまちづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：
８０％）平成16年度に策定した「福岡市人権教育・啓発基本計画」に基づく取

り組みを実効性あるものとするため，同計画の実施計画に基づき実
施した事業について，総括的な点検・検証を行う。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

・各事業の成果と課題について，所管課へ自己評価を求め
る。
・必要に応じその評価結果について各所管課にヒアリングを
行う。
・評価結果をとりまとめ，外部委員や関係団体から意見を聴
取する。
・上記プロセスでまとめられた結果について，人権尊重推進
本部において最終的な点検・検証を行う。
・最終的な点検・検証結果を公表・フィードバックする。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○平成25年度中に実施した「福岡市人権教育・啓発基本計画」の「実施計
画」に基づく人権教育・啓発事業について，その評価（成果・課題等）を事業
所管課へ照会。

○各事業の評価結果をとりまとめ，外部委員で構成された「人権行政に関す
る懇話会」や関係団体へ報告し，意見を聴取。

○最終的な点検・検証結果を全所属に通知。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

点検・検証結果を，所管課において次年度以降
の取り組みに反映させる。

２７年度予算額

歳出合計 46 46 592

「福岡市人権教育・啓発基
本計画　実施計画」に位置
づけられた事業

左記事業をより効果的，実効性のあるものにす
る。

105.9% 107.6%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 46 46 592

年度

実績 95.3% 96.8%
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 「福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画」
に基づく人権教育・啓発の事業がより効果的，
実効性のあるものとなる。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

実施事業評価の結
果、一定の成果が
得られたとした事業
の割合。

目標 90.0% 90.0%

100%

達成率

年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が増える。

65.8% 66.2%
達成率 94.0% 94.6%

実績

成
果
の
指
標

一人ひとりの人権が
尊重されていると感
じる市民の割合（平
成３４：８０％）

目標 70.0% 70.0%

目標

実績

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 
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果
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が増える。

65.8% 66.2%
達成率 94.0% 94.6%

実績

目標 70.0% 70.0%

目標

実績

年度

年度

達成率

年度

成
果
の
指
標

一人ひとりの人権が
尊重されていると感
じる市民の割合（平
成３４：８０％）

目標

活
動
の
指
標

なし 目標

達成率

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 市民（対象含む）の人権問題についての関心が
高まるとともに，講演会や人権講座への市民の
参加が増える。

２７年度予算額

歳出合計 797 194 0

市内に居住する20歳以上
の男女一定数

調査を通じ市民の人権意識を把握し，今後本市
が取り組むべき人権施策のあり方を検討するう
えでの基礎資料を得る。

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 797 194 0

年度

実績
達成率

２６年度

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

５年に一度，人権問題に関する市民意識調査を
実施する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○意識調査自体は平成24年度に実施済。
○調査結果をまとめた概要版リーフレットを増刷。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

・市民の人権問題についての意識が把握でき
る。
・５年毎の調査により，経年変化がわかる。
・結果に基づき，事業の改善や見直しを行う。

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：
８０％）人権問題についての市民の意識を明らかにし，効果的な啓発活動を

進めるための基礎資料を得るとともに，今後の市民啓発のあり方に
ついての資料を得るため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

根拠法令 なし 施策 すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

事業開始年度 平成7年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 人権行政企画調整費（人権問題に関する市民意識調査） 基
本
計
画

施策コード

行政計画上の位置づけ 福岡市人権・同和行政基本方針 事業群 人権尊重のまちづくり

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 人権部 人権推進課

1-2-1

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
 

外
的
な
要
因
 

小 

大 

活
動 

の 
指
標 

大 

小 

 
 

 
 

成
果
の
指
標 

 
 

 
 

 
 

施
策
成
果
指
標 



主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

※前回調査（平成24年度）では，目標30％，実績37.7％，達成率125.7％。

　5年ごとに実施する市民意識調査により把握。次回は，平成29年度予定。

人権推進課

根拠法令 拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律 施策 すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 人権部

事業開始年度 平成18年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 人権行政企画調整費（北朝鮮人権侵害問題啓発週間行事） 基
本
計
画

施策コード 1-2-1

行政計画上の位置づけ 福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画 事業群 人権尊重のまちづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

北朝鮮当局による人権侵害問題の解決。

平成18年度に上記法律が施行され，地方公共団体の責務として，拉
致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民世論の
啓発に努めるものとされた。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」にあわせ，講
演会等の各種啓発活動を実施する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月10日～16日）にあわせ，拉致問題に
関するＤＶＤを上映後，北朝鮮による拉致被害者家族連合会代表の飯塚繁
雄氏（拉致被害者田口八重子さんの兄）による講演会を開催。
　日時：平成26年12月11日（木）14：00～16：00
　場所：アクロス福岡イベントホール
　主催：福岡法務局・福岡県・福岡市・福岡県人権擁護委員連合会
　参加者：約650人
○拉致問題の実態や拉致被害者の写真，ご家族のメッセージなどを展示し
たパネル展を開催。
　日時：平成26年12月10日（水）～16日（火）
　場所：福岡県庁１階ロビー
　主催：福岡県・福岡市

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

講演会等に市民が参加する。

２７年度予算額

歳出合計 594 523 938

すべての人 拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問
題について，関心と認識を深める。

140.0% 130.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 321 33 543

年度

実績 700 650
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 273 490 395 拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問
題について，市民の関心と認識が深まる。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

講演会への参
加者数

目標 500 500

700

達成率

－
年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 拉致問題解決に向けた世論が高まり，国民世
論の強い後押しにより，拉致問題その他北朝鮮
当局による人権侵害問題が解決する。

※ ※
達成率 ※ ※

実績

成
果
の
指
標

北朝鮮当局によって拉致さ
れた被害者等に関する問
題に関心がある市民の割
合

目標 ※ ※

目標

実績

行
政
の
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ト
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ー
ル
要
素
 

外
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因
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主 再

【事業概要】

□ ■ □

【活動・成果指標の達成度】

人権推進課

根拠法令 人権擁護委員法 施策 すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 人権部

事業開始年度 昭和37年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 人権行政企画調整費（福岡人権擁護委員協議会への支援・協力） 基
本
計
画

施策コード 1-2-1

行政計画上の位置づけ 福岡市人権教育・啓発基本計画 事業群 人権尊重のまちづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３
４：８０％）福岡人権擁護委員協議会の活動が，地域住民の人権擁護のために

公益上必要であると認めたため。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

福岡人権擁護委員協議会が実施する各種事業
が円滑に行えるよう，適任者を推薦するととも
に，補助金を交付する。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○福岡人権擁護委員協議会への支援
　・補助金の交付（1,470千円）
　・人権擁護委員候補者の推薦
　・広報活動等への協力

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

人権相談所の開設や市民への人権啓発事業
等，福岡人権擁護委員協議会の事業が円滑・
効果的に実施される。

２７年度予算額

歳出合計 1,470 1,470 1,470

福岡人権擁護委員協議会 左記協議会が実施する人権相談，講演会，街
頭啓発等の各種事業が円滑に実施される。

100.0% 100.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 1,470 1,470 1,470

年度

実績 100.0% 100.0%
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 0 0 0 人権侵犯事件が減少する。
人権侵害を受けた被害者が救済される。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

年度当初に計画された
事業のうち、予定通り
実施された事業の割合

目標 100.0% 100.0%

100%

達成率

年度

達成率 94.0% 94.6%

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が増える。

783 641
達成率

実績 65.8% 66.2%

成
果
の
指
標

福岡県内の福岡法務
局が把握した人権侵犯
事件の件数（暦年ベー
ス）

目標 0 0

一人ひとりの人権が尊
重されていると感じる
市民の割合
（平成３４：８０％）

目標 70.0% 70.0%

実績

外
的
な
要
因
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主 再

【事業概要】

□ □ □

【活動・成果指標の達成度】

人権推進課

根拠法令 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 施策 すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）
新規／継続 継続

所管課名 市民局 人権部

事業開始年度 平成21年度 分野別目標 一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

事業名 人権行政企画調整費（人権尊重の視点に立った行政の全庁的な推進） 基
本
計
画

施策コード 1-2-1

行政計画上の位置づけ 福岡市人権教育・啓発基本計画 事業群 人権尊重のまちづくり

背
景

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に 施
策
成
果
指
標

○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合
市職員に対し，これまで様々な人権研修を実施し，人権の重要性に関する理解は職員
に根づいてきているが，人権は「特定の部署のみに関係するもの」と捉えがちであり，
人権に対する理解を各自の具体的な職務の中に活かすことについては十分ではない
面がある。

ロジックモデル作成用のテーブル

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

誰(何)を対象として行なうのか 対象をどのような状態にしたいのか ①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）

各職階研修や新規採用職員研修，全職員を対
象とした「人権に関する職場研修」を利用して，
「人権尊重の視点に立った行政の推進に関する
指針」の周知と理解の徹底を図る。

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

実施手法 委託含む 補助金含む 負担金含む

○新規採用職員に「人権尊重の視点に立った行政の推進に関する指針」（冊
子）を作成し，配布した。
○課長級職員を対象とした「人権行政課長研修」，係長級職員を対象とした
「人権行政係長研修」，全職員を対象とした「人権に関する職場研修」，新規
採用職員研修等，様々な職員研修の場を利用して「人権尊重の視点に立っ
た行政の推進に関する指針」の周知と理解の徹底を図った。
   平成２６年４月　　新規採用職員研修
                 ７月　　人権行政係長研修
                 ７月    人権行政課長研修
       １１～１２月    「人権」に関する職場研修

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

全職員の研修への参加により，人権尊重の視
点に立った行政の推進に係る指針の理解の深
化

２７年度予算額

歳出合計 0 100 0

福岡市職員 ・常に市民の人権を意識して業務に取り組むことを職員の共
通理念とする。
・全庁をあげて人権尊重の視点に立った行政を推進する。
・行政運営の方向性と人権尊重の視点を持って自らの業務
を進める。

100.0% 100.0%

(

千
円

)

事
業
費

年度 ２５年度決算額 ２６年度決算見込額

一般財源 0 100 0

年度

実績 100.0% 100.0%
達成率

２６年度 ２７年度 最終年度

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

歳
入

特定財源 職員一人ひとりが，常に市民の人権を意識して
業務に取り組むことを職員共通の理念とし，全
庁をあげて人権尊重の視点に立った行政を推
進する。

目標

区分 指標の内容
実　　績 目　　標

２５年度

年度

活
動
の
指
標

「人権」に関する職
場研修実施状況

目標 100.0% 100.0%

100.00%

達成率

年度

達成率

年度 ④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

実績 一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が高まる。

65.8% 66.2%
達成率 94.0% 94.6%

実績

成
果
の
指
標

一人ひとりの人権が尊
重されていると感じる市
民の割合（平成３４：８
０％）

目標 70.0% 70.0%

目標

実績

行
政
の
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外
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な
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主 再

【事業概要】

■ □ ■

【活動・成果指標の達成度】

・一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が増加する。

④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票）

115.3%

97

2,027

来場者数

来場者アンケート
理解や関心が「大変
深まった」「深まっ
た」の合計

実績

実績
達成率

74

85

98 90

指標の内容

2,297

成
果
の
指
標

参加団体アンケート
「満足している」「ど
ちらかというと満足し
ている」の合計

達成率

達成率

参加団体数

目標

目標

活
動
の
指
標

目標

達成率

目標

実績

(

千
円

)

事
業
費

区分

年度

歳
入 一般財源

特定財源

歳出合計

6,273
2,979

２５年度決算額

8,236

18,000

目　　標

6,003

２７年度

２７年度予算額

8,300

・市民が人権啓発フェスティバルに参加する。
・市民グループや団体がフェスティバルに出展
する。

②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

8,300
5,257

２６年度決算見込額

実　　績

・多くの市民が楽しく自然な形で『人権』に接し、
知識や理解を深めることができる。
・出展した市民グループや団体の活動を発表す
る場となり、また、団体間の連携が推進される。

・人権啓発フェスティバルを開催する。
・人権啓発フェスティバルの周知を図る。
（ポスター・チラシ配布、ホームページ、市政だよ
り、情報誌等）

ハートフルフェスタ福岡2014を開催（一部委託）
①平成２６年１０月５日（日）11:00～16:30
　福岡市役所  西側ふれあい広場（交流ブース、ステージイベントなど）
　　延べ　２０，０００人

②平成２６年９月２７日（土）～２８日（日）
　福岡市人権啓発センター（講演会）
　　延べ　２２２人(７講演)

実施手法

事業開始年度

○人権という普遍的文化の構築
○人の多様性を認め合う共生社会の実現

市内に居住するすべての
人及び滞在する人、通勤・
通学する人

所管課名

対　　象 目　　的 　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう

一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

行政計画上の位置づけ

人権啓発センター人権部市民局

1-2-1人権啓発フェスティバル

背
景

事業名

事業群

誰(何)を対象として行なうのか

委託含む 補助金含む 負担金含む

継続新規／継続

基
本
計
画

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

平成10年度 分野別目標

施策コード

①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか）対象をどのような状態にしたいのか

福岡市人権教育・啓発基本計画

・平成6年に国連総会において、「人権教育のための国連10年」が決議され、平成11年
に本市においても「人権教育のための国連10年福岡市行動計画」を策定し、市民ひと
り一人の人権が真に尊重される福岡市の実現を目指している。

施
策
成
果
指
標

○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３
４：８０％）

人権尊重のまちづくり

すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進根拠法令 施策

ロジックモデル作成用のテーブル

事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に

93.3%

最終年度

20,00020,000

２５年度

20,000

２６年度

実績

年度

90

70

89 90

100.0%

90

75
75

111.1%

109.4%

93

75

98.7%

85

年度

98.9%

107.8%

年度

年度

20,000
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外
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活力あるまちづくり支援事業

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク																コミュニティ推進課 スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												活力あるまちづくり支援事業 カツリョク シエン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成16年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの基盤強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）（H28：65％）

						自治協議会が主体的に行うまちづくり活動を支援し，市民と行政との共働によるまちづくりを推進するため。 ジチ キョウギカイ シュタイテキ オコナ カツドウ シエン シミン ギョウセイ キョウドウ スイシン





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				自治協議会 ジチ キョウギカイ																地域コミュニティが自律した経営を行い，住民自治及び市民と行政との共働によるまちづくりを推進する. チイキ ジリツ ケイエイ オコナ ジュウミン ジチ オヨ シミン ギョウセイ キョウドウ スイシン																														・自治協議会が行う住みよいまちをつくるため必要な事業に対して，補助金による助成を行う。 ジチ キョウギカイ オコナ ス ヒツヨウ ジギョウ タイ ホジョキン ジョセイ オコナ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・補助対象団体
　自治協議会147団体（平成26年度交付申請額：470,426千円）
・補助対象事業
　(1) まちづくり基本事業
　　　①安全・安心に関する事業（交通安全，防災，防犯）
　　　②子どもに関する事業（子どもの健全育成・非行防止）
　　　③環境に関する事業（環境美化，ごみ減量・リサイクル推進）
　　　④健康に関する事業（健康づくり，集団献血）
　　　⑤スポーツに関する事業
　　　⑥男女共同参画に関する事業
　(2)地域自らが発意・企画し，自主的に取り組むまちづくり活動 ホジョ タイショウ ダンタイ ジチ キョウギカイ ダンタイ ホジョ タイショウ ジギョウ キホン ジギョウ アンゼン アンシン カン ジギョウ コウツウ アンゼン ボウサイ ボウハン チイキ ミズカ ハツイ キカク ジシュテキ ト ク カツドウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・地域コミュニティにおいて，自律的な経営が行われ，住民自治及び市民と行政との共働によるまちづくりが行われる。 チイキ ジリツ テキ ケイエイ オコナ ジュウミン ジチ オヨ シミン ギョウセイ キョウドウ オコナ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								477,205										479,000										482,447														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						11										11										10														・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運営基盤強化・活性化が図られる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						477,194										478,989										482,437

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				補助金の交付 ホジョキン コウフ										目標 モクヒョウ				149校区						149校区						149校区 コウク						年度

																		実績 ジッセキ				147校区						147校区

																		達成率 タッセイ リツ				98.7%						98.7%

																		目標 モクヒョウ																						34年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域活動への参加者の増加										目標 モクヒョウ				-						-						-						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				54.5%						52.0%												70%

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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地域デビュー事業

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク																コミュニティ推進課 スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												地域デビュー応援事業 チイキ オウエン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成26年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの基盤強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）（H28：65％）

						　住民の自治意識や地域コミュニティへの帰属意識が希薄化し，地域コミュニティの維持が困難な状況となることが懸念されることから，自治会・町内会が行う，幅広い世代の住民が気軽に楽しく参加し，交流できるような取組を支援するため。 ジュウミン ジチ イシキ チイキ キゾク イシキ キハクカ チイキ イジ コンナン ジョウキョウ ケネン ジチカイ チョウナイ カイ オコナ ハバヒロ セダイ ジュウミン キガル タノ サンカ コウリュウ トリクミ シエン





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				・自治会・町内会
・自治会等の活動に参加したことのない市民 ジチカイ チョウナイ カイ ジチカイ トウ カツドウ サンカ シミン																町内会の会員に限らず，町内の幅広い世代の住民が気軽に楽しく町内会行事に参加する。 チョウナイ カイ カイイン カギ チョウナイ ハバヒロ セダイ ジュウミン キガル タノ チョウナイ カイ ギョウジ サンカ																														・自治会・町内会単位が行う，幅広い世代の住民が気軽に楽しく参加し，交流できる事業（新規事業・リニューアル事業）について，補助金による助成を行う。 ジチカイ チョウナイ カイ タンイ オコナ ハバヒロ セダイ ジュウミン キガル タノ サンカ コウリュウ ジギョウ シンキ ジギョウ ジギョウ ホジョキン ジョセイ オコナ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・各区地域支援課を通じて，地域デビュー応援事業の実施事業について，募集を行った。
・Ｈ26年度中に198件（新規117件，リニューアル81件）の申請があった。
・今年度，事業実施がなされた自治会・町内会の事業について，特色がある事業等を紹介するチラシを作成し，次年度の取組の参考となるように，各地域に配布を行ったところである。 カクク チイキ シエン カ ツウ チイキ オウエン ジギョウ ジッシ ジギョウ ボシュウ オコナ ネンド チュウ ケン シンキ ケン ケン シンセイ コンネンド ジギョウ ジッシ ジチカイ チョウナイ カイ ジギョウ トクショク ジギョウ トウ ショウカイ サクセイ ジネンド ト ク サンコウ カク チイキ ハイフ オコナ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・自治会・町内会の会員に限らず，幅広い世代の住民が事業に参加し，住民相互の交流が行われる。 ジチカイ チョウナイ カイ カイイン カギ ハバヒロ セダイ ジュウミン ジギョウ サンカ ジュウミン ソウゴ コウリュウ オコナ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										62,165										41,044														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																1,709										1,728														・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運営基盤強化・活性化が図られることにより地域活動への参加者が増加する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										60,456										39,316

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				新規事業申請件数 シンキ ジギョウ シンセイ ケンスウ										目標 モクヒョウ				-						100						200						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						117												500

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						117.0%

								リニューアル事業申請件数 ジギョウ シンセイ ケンスウ										目標 モクヒョウ				-						100						200						28年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				-						81												500										・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						81.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域活動への参加者の増加										目標 モクヒョウ				-						-						-						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				54.5%						52.0%												70%

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

								地域活動にデビューした人 ヒト										目標 モクヒョウ										行事参加者の１割 ギョウジ サンカシャ ワリ						行事参加者の１割 ギョウジ サンカ シャ ワリ						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#VALUE!
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市民参加促進事業

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク																コミュニティ推進課 スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												コミュニティ活動市民参加促進事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２１年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの基盤強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）（H28：65％）

						　福岡市コミュニティ施策関連施策のあり方検討会から提言を受けた自治会等が抱える課題を踏まえ、市民の自治意識の向上や地域活動・組織運営のスキル・アップを図るため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				①地域活動に参加したことがない住民
②自治協議会																①各校区で行われている地域活動に、より多くの地域住民が参加し、活性化している。
②他の地域の事例を参考にして、地域活動のより一層の活性化に取り組んでいる。																														・コミュニティ通信を発行する（年４回）
・自治協議会サミットを開催する









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				（１）自治会・町内会加入促進等支援
　　ア　転入者や自治会未加入者向けのチラシの配布を実施。
　　イ　コミュニティと各区役所の共働による事例発表会、研修会などを開催。
（２）「福岡市コミュニティ通信」の発行
　　テーマ毎の活動実践報告などを紹介した、コミュニティ及び市民向けの広報紙を４回（7，10，1，4月）発行。
（３）「福岡市自治協議会サミット」の開催
　　各校区の事例発表を行い情報共有の場とすることで、今後の地域活動のスキル・アップや組織運営のアイデアを得る機会とするとともに、校区自治協議会等会長を退任された方に対しての感謝状贈呈式を開催。 ハイフ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・地域住民が広報紙を閲覧し地域活動について知る。
・地域住民が自治協議会サミットに参加し、地域活動や組織運営のノウハウの情報共有やスキル・アップが図られる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								4,687										3,706										5,537														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運営基盤強化・活性化が図られることにより地域活動への参加者が増加する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						4,687										3,706										5,537

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				「コミュニティ通信」の発行（年４回）										目標 モクヒョウ				4						4						4						34年度

																		実績 ジッセキ				4						4												4

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

								「自治協議会サミット」の開催										目標 モクヒョウ				1						1						1						34年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				1						1												1										・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域活動への参加者の増加										目標 モクヒョウ				-						-						-						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				54.5%						52.0%												70%

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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地域デザインの学校

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク																コミュニティ推進課 スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												「地域デザインの学校」プロジェクト チイキ ガッコウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成26年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの基盤強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）（H28：65％）

						平成２５年度共働事業提案制度で採択された事業 ヘイセイ ネンド キョウドウ ジギョウ テイアン セイド サイタク ジギョウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				地域住民（自治協議会、自治会・町内会） チイキ ジュウミン ジチ キョウギカイ ジチカイ チョウナイ カイ																地域コミュニティに関心がある人材を発掘し、活動のノウハウを学ぶための講座などを通じて、実際の地域活動への参加・企画などへつなげていく。 チイキ カンシン ジンザイ ハックツ カツドウ マナ コウザ ツウ ジッサイ チイキ カツドウ サンカ キカク																														・自分の住む地域コミュニティに関心のある住民の方を集めて，地域活動を実現するための講座をNPOと共働で開催する。
 ジブン ス チイキ カンシン ジュウミン カタ アツ チイキ カツドウ ジツゲン コウザ キョウドウ カイサイ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				　・「地域活動の担い手」を養成することを目的に，地域活動にすでに
　従事している人々や地域活動への意欲や関心を持つ人々が，同じ
　問題意識を共有し，お互いに結びつきながら，活動のノウハウを学
　ぶための場づくりをNPOと共働で取り組む。
　（平成25年度福岡市共働事業提案制度採択事業として実施）

　・平成26年度については，東区千早校区において事業を実施した。
　・Ｈ26.9から全６回の講座を実施し，約20名の住民が参加した。 ヘイセイ ネンド ヒガシク チハヤ コウク ジギョウ ジッシ ゼン カイ コウザ ジッシ ヤク メイ ジュウミン サンカ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・地域活動に参加する新たな人材発掘ができる。
・新たな地域活動ができる。 チイキ カツドウ サンカ アラ ジンザイ ハックツ アラ チイキ カツドウ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										1,753										3,040														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運営基盤強化・活性化が図られることにより地域活動への参加者が増加する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										1,753										3,040

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				事業の実施 ジギョウ ジッシ										目標 モクヒョウ				-						1校区 コウク						新規２校区
で実施 シンキ コウク ジッシ						２８年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						1校区 コウク												継続実施 ケイゾク ジッシ

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域活動への新たな従事者が参加している チイキ カツドウ アラ ジュウジシャ サンカ										目標 モクヒョウ				-						-						-						２８年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						-												５校区程度で実施 コウク テイド ジッシ

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

								新たな地域活動が行われている アラ チイキ カツドウ オコナ										目標 モクヒョウ				-						-						-						２８年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						-												５校区程度で実施 コウク テイド ジッシ

																		達成率 タッセイ リツ				-						-
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小学生向けＰＲ

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク																コミュニティ推進課 スイシン カ

				事業名 ジギョウ メイ												小学生向け自治会活動ＰＲ事業 ショウガクセイ ム ジチカイ カツドウ ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成26年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの基盤強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）（H28：65％）

						コミュニティへの帰属性の希薄化、地域活動の担い手不足、自治会等への加入率の低下等が課題となっており、子どもの頃から自治会・町内会活動の重要性への理解促進を図るため。 キゾクセイ キハクカ チイキ カツドウ ニナ テ フソク ジチカイ トウ カニュウ リツ テイカ トウ カダイ コ コロ ジチカイ チョウナイ カイ カツドウ ジュウヨウセイ リカイ ソクシン ハカ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内の小学３年生およびその保護者 シナイ ショウガク ネンセイ ホゴシャ																子どもの頃から自治会等活動の重要性への理解が図られ、その保護者にも理解促進が図られている。 コ コロ ジチカイ トウ カツドウ ジュウヨウセイ リカイ ハカ ホゴシャ リカイ ソクシン ハカ																														・小学生向けの自治会等活動を紹介したパンフレットを作成する。 ショウガクセイ ム ジチカイ トウ カツドウ ショウカイ サクセイ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　【実施内容】
　　・子どもの頃から自治会・町内会活動の重要性への理解が図られ
　　るよう，小学生向けパンフレットを作成し，小学校の授業や各家庭
　　での活用が図られるように努めることとする。
　　・各区地域支援課と協議を重ね，パンフレット掲載内容を決定し，
　　Ｈ27年３月に作成を行った。
　　・平成27年中に小学３年生に配布することとしている。 ジッシ ナイヨウ コ コロ ジチカイ チョウナイ カイ カツドウ ジュウヨウセイ リカイ ハカ ショウガクセイ ム サクセイ ショウガッコウ ジュギョウ カク カテイ カツヨウ ハカ ツト カクク チイキ シエン カ キョウギ カサ ケイサイ ナイヨウ ケッテイ ネン ガツ サクセイ オコナ ヘイセイ ネン チュウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・小学３年生およびその保護者に自治会等地域活動の重要性への理解が図られる。 ショウガク ネンセイ ホゴシャ ジチカイ トウ チイキ カツドウ ジュウヨウセイ リカイ ハカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										1,129										826														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・地域住民の自治意識が向上し、自治組織の運営基盤強化・活性化が図られることにより地域活動への参加者が増加する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										1,129										826

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				パンフレットの発行・配布 ハッコウ ハイフ										目標 モクヒョウ				-						作成 サクセイ						継続実施 ケイゾク ジッシ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						作成 サクセイ

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・皆が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域活動への参加者の増加										目標 モクヒョウ				-						-						-						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				54.5%						52.0%												70%

																		達成率 タッセイ リツ				-						-

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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NPO共働

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								コミュニティ推進部								市民公益活動推進課 シ

				事業名 ジギョウ メイ												NPOと行政による共働事業，NPOとの共働促進啓発事業 ギョウセイ キョウドウ ジギョウ キョウドウ ソクシン ケイハツ ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-4-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成20年度，平成24年度 ヘイセイ ネンド ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						共働の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○共働事業提案制度採択件数（年４事業採択）

○NPO・ボランティア活動などへの参加率（過去５年間にNPOやボランティア活動などに参加したことがある市民の割合）
（平成28年度目標：20％） キョウドウ ジギョウ テイアン セイド サイタク ケンスウ ネン ジギョウ サイタク カツドウ サンカリツ カコ ネンカン カツドウ サンカ シミン ワリアイ ヘイセイ ネンド モクヒョウ

						地域課題が複雑化・多様化し、行政だけでは解決できなくなってきた。一方、地域社会における公共の担い手としてＮＰＯ等の活動が活発化しており、双方の相乗効果を生み出し社会課題の解決を目指す仕組みとして「共働事業提案制度」が生まれた。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民、ＮＰＯ等、行政職員																ＮＰＯ等の新しい視点での企画を行政とともに取り組むことで、市民の社会参加の機会を広げ社会課題を解決していく。また、行政における業務の見直しや職員の意識改革を図る。																														・ホームページ、市政だより等を活用し、共働事業提案制度の周知を図る。事業提案の募集・実施、事業の成果、評価の結果をホームページで公表する。
・ＮＰＯからの事業提案に対しサポートを行う。
・職員へ研修を実施する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				（１）共働事業提案制度の実施
　・ＮＰＯからの事業提案を公開プレゼンテーションを経て採択（４事業）。
　・前年度１年間の事業の成果等を報告する「最終報告会」（４事業）や，翌年度も事業継続を希望する事業の「中間報告会」（２事業）を実施。

（２）共働を理解する課長研修（必修研修と位置付け）の実施や，一般職員を対象としたＮＰＯを理解する研修の実施。

（３）多様な主体との出会い場「共働カフェ」の実施。 デア



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民や職員が報告会等に参加する。
・ＮＰＯが事業提案し共働事業を実施する。
・職員が研修を受講し，NPOや共働に関する理解が深まる。 ショクイン キョウドウ カン リカイ フカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								2,328										2,218										2,171														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																0										0														・市民が社会課題に気づき，自ら解決する必要性を理解する。
・社会課題の解決に繋がると共に、行政の事務事業の見直しに繋がる。
・ＮＰＯの企画力・事務処理能力が向上する。
・ＮＰＯが世間に認知され、信頼される。
・共働事業の企画が生まれ，職員がさまざまな主体と共働する機会が増える。 シミン シャカイ カダイ キ ミズカ カイケツ ヒツヨウセイ リカイ キョウドウ ジギョウ キカク ウ ショクイン シュタイ キョウドウ キカイ フ

										一般財源 イッパン ザイゲン						2,328										2,218										2,171

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				共働事業提案制度採択件数										目標 モクヒョウ				4						4						4						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2						4

																		達成率 タッセイ リツ				50.0%						100.0%

								啓発研修，共働カフェの実施回数 ケイハツ ケンシュウ キョウドウ										目標 モクヒョウ				16						8						4

FINE_User: 課長向け　１
カフェ　２
一般職員向け　１						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				7

FINE_User: 公民館　3
課長研修　1
職員向け　2
カフェ　1						5

FINE_User: 課長　1
一般職員　2
カフェ　2						

FINE_User: 課長向け　１
カフェ　２
一般職員向け　１																・社会課題が解決される。
・市民公益活動に関わる市民の数が増える。
・公助や共助を担える自立したＮＰＯが増える。

																		達成率 タッセイ リツ				43.8%						62.5%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				ＮＰＯと共働したことがある市職員の割合 キョウドウ シショクイン ワリアイ										目標 モクヒョウ				-						36%						39%						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						28.9%												42%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						80.3%

								NPO・ボランティア活動などへの参加率 カツドウ サンカリツ										目標 モクヒョウ				-						17.0%						17%						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				14.3%						13.1%												24%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						77.1%
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今回，記入不要



公民館地域人材

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								コミュニティ推進部								公民館調整課

				事業名 ジギョウ メイ												公民館地域人材発掘・育成支援事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-1-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域活動への参加率（地域活動に参加したことがある市民の割合）６５％（平成２８年度）

						地域活動の担い手不足が大きな課題となっており，地域に潜在する多様な人材を発掘し，地域活動へつなげる仕組みづくりが公民館に求められているため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				校区住民																公民館を拠点に，子育て支援，高齢者支援，安全安心のまちづくりなどの分野で，多くの住民が自分らしく生き生きと活動しており，住民同士のつながりや支え合いができている。																														・公民館から企画を募集









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・子育て支援，高齢者支援，安全・安心のまちづくりなどの分野で，団塊の世代や地域ボランティアに関心をもつ世代など地域における多様な人材が活躍できる事業を地域と連携して実施し，活動の担い手づくりを行う。
・各区で公民館から企画を公募し，選考により実施（20公民館）
・報告会を通じて，先進事例や成果を共有し効果的な活用を図る。



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・選考により実施（20公民館） センコウ ジッシ コウミンカン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								861										657										1,000														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・多彩な人材が発掘・育成される タサイ ジンザイ ハックツ イクセイ

										一般財源 イッパン ザイゲン						861										657										1,000

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				事業実施公民館数										目標 モクヒョウ				20						20						20						２８年度

																		実績 ジッセキ				19						18												20

																		達成率 タッセイ リツ				95.0%						90.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・地域活動が活性化する。 カツドウ カッセイカ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				発掘・育成された人材										目標 モクヒョウ				100						100						100						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2,261						1,533												100

																		達成率 タッセイ リツ				2261.0%						1533.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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情報発信の強化

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								コミュニティ推進部								公民館調整課

				事業名 ジギョウ メイ												みんなの公民館づくり（地域・公民館の情報発信の強化） コウミンカン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						公民館などを活用した活動の場づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						公民館の機能強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○ 公民館の利用率（年に1回以上公民館を利用した市民の割合）
35％（平成28年度）

						現在は，情報発信・収集の手段として，インターネットの利用が一般的となっているが，公民館や自治協議会では主に紙媒体を利用した広報活動が行われており，ブログ等の効果的なインターネットの活用が遅れているため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				公民館
自治協議会																インターネットを活用し，自主的な情報発信を行う。																														・動機づけのための講習会を開催する。
・技術的な講習会を開催する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・公民館において，自治協議会が開設するブログの運営ボランティアを養成し，ブログの安定的・継続的な運営を支援する。
（10校区程度で講習会を実施）
・ブログ等のICTを活用した公民館情報の発信を強化し，公民館を利用する新たな住民の拡大に取り組む。
（動機づけの講習会を各区で実施後，ブログ開設を希望する館を中心に技術的な講習会を行う）
平成25年度は動機づけの研修については，全公民館が受講し，そのうち29館が新たにブログを開設した。
平成26年度は希望する館に技術講習を行うなどし，述べ実施館数は40館となった。 ヘイセイ ネンド ドウキ ケンシュウ ゼン コウミンカン ジュコウ カン アラ カイセツ ヘイセイ ネンド キボウ カン ギジュツ コウシュウ オコナ ノ ジッシ カン スウ カン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・公民館職員が動機づけのための講習会を受講する。
・公民館職員・地位団体の構成員が技術的な講習会を受講する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								1,809										509										1,137														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・意欲的な公民館がブログを開設し，他の公民館に広がっていく。
・意欲的な自治協の構成員がブログ運営に参加し，他の自治協に広がっていく。

										一般財源 イッパン ザイゲン						1,809										509										1,137

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				自治協ブログボランティア育成講座（受講校区） ジュコウ コウク										目標 モクヒョウ				-						-						10						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				4						5												10

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

								公民館ブログ開設講座受講公民館（受講館） ジュコウ コウミンカン ジュコウ カン										目標 モクヒョウ				-						-						-						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				146						-												-										地域コミュニティの拠点として，公民館の利用率が向上する。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				自治協ブログボランティア育成数（延べ）										目標 モクヒョウ				-						-						100						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				68						130												100

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

								ブログ開設公民館数（延べ開設数）										目標 モクヒョウ				25						50						70						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29						40												70

																		達成率 タッセイ リツ				116.0%						80.0%
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　　　　　　施策成果指標



住民の活動の場づくり

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								コミュニティ推進部								公民館調整課

				事業名 ジギョウ メイ												みんなの公民館づくり（住民の活動の場づくりの充実） コウミンカン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		2-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						さまざまな支え合いとつながりができている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						公民館などを活用した活動の場づくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						公民館の機能強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○公民館の利用率（年に1回以上公民館を利用した市民の割合）
35％（平成28年度）

						公民館は地域でのさまざまな活動や交流の拠点として重要な役割を担っており，にぎわいの場としての役割の充実・強化が求められているため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				公民館																より多くの地域住民が気軽に立ち寄り，また集まった住民がふれあい，絆を深め，交流できる場となる。																														・公民館ごとの利用実態を把握・分析を行う。
・公民館運営懇話会に意見を求め，校区の実情に合った方策を検討する。 オコナ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				・ロビー機能等（個人利用）の活用も含め，より多くの地域住民が気軽に立ち寄り，ふれあい，交流できる場として地域の実情に合わせた活用促進の方策を検討する。
・平成26年度は効果的な取り組みとするため，各公民館からの企画案を募集・し外部委員を含めた検討会で企画案を選定。優れた取組みを提案した公民館に対し，予算配分を行い，各公民館において事業を実施した。 ヘイセイ ネンド コウカテキ ト ク カクコウミンカン キカク アン ボシュウ ガイブ イイン フク ケントウカイ キカク アン センテイ スグ トリク テイアン コウミンカン タイ ヨサン ハイブン オコナ カクコウミンカン ジギョウ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・各区が先進事例の収集や情報提供を行う。
・公民館職員を対象とした研修を開催する。 オコナ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								512										2,026										2,114														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								・先進事例を参考に，校区の実情に合わせた活用促進の取り組みを開始（順次）する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						512										2,026										2,114

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				新たな取り組みを行う公民館数
(28年度は延べ公民館数)										目標 モクヒョウ				-						-						12						28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				26						12												100

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・公民館に人が集まり，あらたな人のつながりが生まれ，利用率が向上する。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				公民館の利用率										目標 モクヒョウ				-						-												28年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				22.6%																		35%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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心輝くまちふくおか

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								コミュニティ推進部								公民館調整課

				事業名 ジギョウ メイ												公民館こころ輝くまちふくおか推進事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-8-1						再 サイ		2-2-1

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域の遊び場や体験学習の場への評価（地域の小中学生はさまざまな遊びや体験学習をする場や機会に恵まれていると感じる，高校生以下の子を持つ保護者の割合）６０％（平成２８年度）

						子どもの規範意識・自尊感情の低下，いじめや不登校の増加に早急に対応する必要があるため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				児童・生徒																地域の人へ挨拶をする等の基本的生活習慣や規範意識，思いやりといった道徳心のある子ども。																														・道徳教育推進モデル校区の公民館が，学校・地域と連携し，地域の人たちの協力を得ながら，子どもの地域社会での活動体験の機会を充実する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				道徳教育推進モデル校区の公民館が，学校・地域と連携し，地域の人たちの協力を得ながら，子どもの地域社会での活動体験の機会を充実する。
（具体的手法）
ボランティア活動（ふるさとの川の清掃等），地域行事への参加，三世代交流，職場体験，自然体験，集団生活等



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・さまざまな活動体験ををする小・中学生の増加する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								1,437										1,472										2,100														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																0																								・地域活動への参加等をはじめとした活動体験を通して，地域の人へ挨拶をする等の基本的生活習慣や規範意識，思いやりといった道徳心が育まれる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						1,437										1,472										2,100

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				道徳教育推進モデル校区の公民館										目標 モクヒョウ				21						25						32						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				21						25												32

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・「いじめを許さない」とする子どもの割合が増加する。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				地域行事へ参加する子どもの割合（小学生）										目標 モクヒョウ				-						-						58%						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						-												58%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

								地域の人へ挨拶する子どもの割合（小学生）										目標 モクヒョウ				-						-						83%						27年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				-						-												83%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!
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モラマナ

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												モラル・マナー向上市民啓発事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-4-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成19年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												人に優しく安全で快適なまち福岡をつくる条例																														施策 シサク						ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												政策推進プラン																														事業群 ジギョウ グン						モラル・マナーの向上

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○市民のマナーに対する満足度（平成28年度目標：45％） ヘイセイ ネンド モクヒョウ

						　昭和６３年に設立された「見つめて福岡モラル・マナー向上市民運動本部」が平成１８年度末で解散し，平成１９年度からは，「ふくおか安全安心よかまち運動」として，市民やＮＰＯ，ボランティア団体等と連携して実施している。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				福岡市内に居住，滞在または福岡市内を通過する人																　誰もがルールやマナーを遵守し，それに対し高い満足度が得られる状態の実現を図る。 ダレ ジュンシュ タイ タカ マンゾクド エ ジョウタイ ジツゲン ハカ																														・モラル・マナー推進員による継続的な指導啓発
・モラル・マナー向上に関する広報啓発
・路上禁煙地区の定着に向け，チラシ配付や･看板・路面標示増設
・外国人向けＦＭ放送等による広報啓発









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○人に優しく安全で快適なまち福岡をつくる条例の広報啓発
○モラル・マナー向上市民運動の日(10月1日)にかかる，市民，ボランティア団体，事業者等と連携した啓発活動
○モラル・マナー推進員による歩行喫煙防止等の巡回指導，啓発
○路上禁煙地区の定着に向けた路上禁煙シンボルキャラクターを活用した広報
○地域や商店会，事業者団体等との共働による歩行喫煙防止広報・啓発活動



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・モラル・マナーに対する意識が向上する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								55,461										85,275										109,381														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						4,136										3,873										4,304														・モラル・マナーが向上する。
・路上喫煙者、歩行喫煙者が減少する。


										一般財源 イッパン ザイゲン						51,325										81,402										105,077

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				路上禁煙地区内の歩行喫煙者指導者数 シャ シドウシャ スウ										目標 モクヒョウ				8,000						8,000						8000						年度

																		実績 ジッセキ				8,144						7,899

																		達成率 タッセイ リツ				101.8%						98.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・人に優しく安全で快適なまちになる。
・福岡市の評価が高くなる。
・市民のマナーに対する満足度が向上する。　　　　　　　　 フクオカシ ヒョウカ タカ シミン タイ マンゾクド コウジョウ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				市民のマナーに対する満足度										目標 モクヒョウ				35.0						36.0						39.0						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				33.8						33.9												60.0

																		達成率 タッセイ リツ				96.6%						94.2%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





活動
の
指標

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

大

大

小

小

行政のコントロール要素

外的な要因



自転車

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												自転車安全利用推進事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-4-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成22年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												福岡市自転車の安全利用に関する条例																														施策 シサク						ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												政策推進プラン																														事業群 ジギョウ グン						安全で適正な自転車利用

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○自転車が関連する交通事故発生件数
（平成28年目標：2,500件） ジテンシャ カンレン ヘイセイ ネン モクヒョウ

						　自転車は，幅広い年齢層において，買物，通勤・通学，レジャーなど，多様な用途で利用され，環境負荷の軽減、交通渋滞緩和や健康増進等の観点からも，今後，ますますその利用が促進されることが予測されているが，近年，自転車利用者の交通ルール・マナー違反等により，自転車が関連する事故が多発し，重大事故に陥る可能性の高い歩行者を巻き込んだ件数は増加傾向にあり，安全利用の啓発が重要となっている。 ジテンシャ カンレン ジコ タハツ ジュウダイ ジコ オチイ カノウセイ タカ ケンスウ ゾウカ ケイコウ アンゼン リヨウ ケイハツ ジュウヨウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				自転車を利用する市民等																自転車が関連する事故の防止を図り、本市における交通安全の確保を図る																														・出前講座(自転車安全利用)
・自転車安全利用推進員講習会の開催
・自転車安全利用指導員による指導・啓発
・自転車安全利用推進員の活動支援
・自転車安全利用フォーラムの開催 デマエ コウザ ジテンシャ アンゼン リヨウ スイシン イン シドウイン シドウ ケイハツ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○出前講座(自転車安全利用)
○自転車安全利用推進員講習会の開催
○自転車安全利用指導員による指導・啓発
○自転車安全利用推進員の活動支援
○自転車安全利用フォーラムの開催

 デマエ コウザ ジテンシャ アンゼン リヨウ スイシン イン ジテンシャ アンゼン リヨウ シドウ イン シドウ ケイハツ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・自転車教室・自転車安全利用フォーラムを受講者した人が増える。
・自転車安全利用の理解が進む。
・自転車安全利用推進員が増える。 リカイ スス















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								19,260										17,218										11,607														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						662										620										694														自転車利用者のマナーが向上する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						18,598										16,598										10,913

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				自転車安全利用推進員講習会の受講者数 スイシン イン ジュコウシャ スウ										目標 モクヒョウ				300						300						300						年度

																		実績 ジッセキ				187						152

																		達成率 タッセイ リツ				62.3%						50.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																自転車利用者の交通ルール・マナー違反等による歩道上で歩行者を巻き込んだ自転車事故が減少する。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				自転車安全利用推進員の在籍校区数 ザイセキ コウク スウ										目標 モクヒョウ				45						90						100						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				38						59																																																												平成25年 ヘイセイ ネン		平成26年 ヘイセイ ネン		平成27年 ヘイセイ ネン		平成28年 ヘイセイ ネン		平成29年 ヘイセイ ネン		平成30年 ヘイセイ ネン

																		達成率 タッセイ リツ				84.4%						65.6%																																																												45		90		100		105		110		115

								自転車が関連する交通事故 ジテンシャ カンレン コウツウ ジコ										目標 モクヒョウ				3,000						2,800						2,800						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2,952						2,812

																		達成率 タッセイ リツ				101.6%						99.6%																																																												平成31年 ヘイセイ ネン		平成32年 ヘイセイ ネン		平成33年 ヘイセイ ネン		平成34年 ヘイセイ ネン





行政のコントロール要素

外的な要因

小

小

大

大

活動
の
指標

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



飲酒

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												飲酒運転撲滅対策事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-4						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						飲酒運転撲滅への取組み

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		なし

						飲酒運転の撲滅を本市の特に重要な施策として位置づけ，関係機関・団体と連携し，飲酒運転の撲滅(ゼロ）に向けた広報啓発活動をより積極的に推進するため インシュ ウンテン ボクメツ ホン シ トク ジュウヨウ シサク イチ カンケイ キカン ダンタイ レンケイ インシュ ウンテン ボクメツ ム コウホウ ケイハツ カツドウ セッキョクテキ スイシン





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				地域，学校，企業 チイキ ガッコウ キギョウ																地域や事業者が行う飲酒運転撲滅の取り組みを促進するとともに，積極的な広報啓発を行うことにより飲酒運転撲滅の気運を一層高め，飲酒運転ゼロを目指す チイキ ジギョウシャ オコナ インシュ ウンテン ボクメツ ト ク ソクシン セッキョクテキ コウホウ ケイハツ オコナ インシュ ウンテン ボクメツ キウン イッソウ タカ インシュ ウンテン メザ																														・飲酒運転撲滅大会等の開催
・関係機関・団体，地域等と連携した撲滅キャンペーン等の実施
・「飲酒運転撲滅前言の店」の拡充，撲滅ポスターの掲示拡大
・各種広報媒体を活用した広報啓発の実施 インシュ ウンテン ボクメツ タイカイ トウ カイサイ カンケイ キカン ダンタイ チイキ トウ レンケイ ボクメツ トウ ジッシ インシュ ウンテン ボクメツ ゼンゲン ミセ カクジュウ ボクメツ ケイジ カクダイ カクシュ コウホウ バイタイ カツヨウ コウホウ ケイハツ ジッシ																																				2011		2012		2013		2014		2015		2016

																																																																																						26.8		28.4		30.1		31.7		33.4		35



																																																																																						2017		2018		2019		2020		2021		2022



				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか																																																																																		37.5		40		42.5		45		47.5		50

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○「飲酒運転ゼロを誓う市民の集い」等の開催
○飲酒運転ゼロを誓う折り鶴プロジェクトの実施
○関係機関・団体，地域等と連携した飲酒運転撲滅キャンペーン等の開催
○「飲酒運転撲滅宣言の店」や飲酒運転撲滅ポスター掲示協力店の拡大
○各種広報媒体を活用した広報啓発の実施
○県や交通安全協会をはじめ，各関係機関との連携を強化 インシュ ウンテン チカ オ ヅル ジッシ カクダイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・飲酒運転の撲滅（ゼロ）に賛同する人が増加
・「飲酒運転撲滅宣言の店」が増加、撲滅ポスターの掲示拡大















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,552										3,381										3,467														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								飲酒運転は，犯罪であることが社会的に認識される。 インシュ ウンテン ハンザイ シャカイテキ ニンシキ

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,552										3,381										3,467

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				交通安全教室等の受講者数 コウツウ アンゼン キョウシツ トウ ジュコウシャ スウ										目標 モクヒョウ				81,000						83,000						85,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				82,783						90,668

																		達成率 タッセイ リツ				102.2%						109.2%

																																								年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																																																		飲酒運転がなくなる。



				成果の指標 セイカ シヒョウ				飲酒運転事故の発生件数 インシュ ウンテン ジコ ハッセイ ケンスウ										目標 モクヒョウ				0						0						0						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				46						47

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





活動
の
指標

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

ｖ

大

大

小

小

行政のコントロール要素

外的な要因



犯罪のない

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成17年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												福岡市犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進条例 フクオカシ ハンザイ アンゼン ス スイシン ジョウレイ																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市防犯のまちづくり推進プラン フクオカシ ボウハン スイシン																														事業群 ジギョウ グン						市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下） ハンザイ スク タイ マンゾクド ケイホウハン ニンチ ケンスウ ケン イカ

						　平成18年２月に，地域，事業者，警察，関係機関・団体及び市で構成する「福岡市犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部」を設置。関係者連携のもと，防犯施策を総合的かつ効果的に推進することとした。 フクオカシ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市及び関係機関・団体等																関係者連携のもと防犯施策を総合的かつ効果的に推進している状態																														・犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部の運営等









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				・犯罪のない安全で住みよいまちづくり推進本部の運営
・県警察との連絡会議の開催
・中洲安全安心まちづくり推進協議会総会の開催
・犯罪被害者支援対策　など ナカス アンゼン アンシン スイシン キョウギカイ ソウカイ カイサイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・関係者の情報共有及び連携強化が図られる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								4,742										3,075										2,704														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						1										1										1														・関係者の連携協力のもと，防犯の取組みが推進される。

										一般財源 イッパン ザイゲン						4,741										3,074										2,703

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				推進本部会議（総会及び幹事会）の開催										目標 モクヒョウ				2						3						1						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				2						4

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						133.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・犯罪が減少するなど市民の安全が確保され，安心感が向上する。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				犯罪の少なさに関する満足度										目標 モクヒョウ				30.1%						31.7%						34.0%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29.9%						33.6%

																		達成率 タッセイ リツ				99.3%						106.0%

								刑法犯認知件数										目標 モクヒョウ				24,000						23,000						22,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				23,399						23,400

																		達成率 タッセイ リツ				102.6%						98.3%
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地防

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												地域防犯力強化事業 チイキ ボウハン リョク キョウカ ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成18年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市防犯のまちづくり推進プラン フクオカシ ボウハン スイシン																														事業群 ジギョウ グン						市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下） ハンザイ スク タイ マンゾクド ケイホウハン ニンチ ケンスウ ケン イカ

						パトロール活動の支援を行うことにより，地域の防犯力強化を推進するため カツドウ シエン オコナ チイキ ボウハン リョク キョウカ スイシン





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				地域，市民 チイキ シミン																安全で安心して暮らせるまち アンゼン アンシン ク																														庁用車の譲渡・補助金制度について，区役所を通じて地域へ周知する。 チョウヨウ シャ ジョウト ホジョキン セイド クヤクショ ツウ チイキ シュウチ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				１　パトカー走って安全っ隊事業（平成18年度開始）
　　使用期間の満了した庁用軽自動車を要望のある校区自治協議会等へ車検整備
　　後，無償で譲渡する。（平成26年度譲渡台数:5台)
２　地域防犯パトロールカー支援事業（平成22年度開始）
　　地域防犯パトロールに使用されている車両で，白黒塗装かつ青色回転灯装備車
　　について，車検代関連費用（上限10万円）を補助する。
　　（平成26年度補助台数：36台）
３　地域防犯パトロールカーガソリン代助成制度（平成26年度開始）
　　地域防犯パトロールに使用されている青色回転灯を装備した車両について，新規
　　運用開始月から２年間のガソリン代を年間３万円を上限として助成する。
４　生活安全専門員による各種防犯施策の実施（平成24年度開始） ハシ アンゼン タイ ジギョウ ヘイセイ ネンド カイシ シヨウ キカン マンリョウ チョウヨウ ケイジドウシャ ヨウボウ コウク ジチ キョウギカイ トウ シャケン セイビ ゴ ムショウ ジョウト ヘイセイ ネンド ジョウト ダイスウ ダイ チイキ ボウハン シエン ジギョウ ヘイセイ ネンド カイシ チイキ ボウハン シヨウ シャリョウ シロクロ トソウ カイテン トウ ソウビ シャ シャケン ダイ カンレン ヒヨウ ジョウゲン マンエン ホジョ ヘイセイ ネンド ホジョ ダイスウ ダイ チイキ ボウハン ダイ ジョセイ セイド ヘイセイ ネンド チイキボウハン シヨウ アオイロ カイテン トウ ソウビ シンキ ウンヨウ カイシ ツキ ネンカン ダイ ネンカン ジョウゲン ジョセイ セイカツ アンゼン センモンイン カクシュ ボウハン セサク ジッシ ヘイセイ ネンド カイシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		地域防犯パトロール車両の増加 チイキ ボウハン シャリョウ ゾウカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								24,969										27,464										33,372														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						2,461										2,277										2,507														市内に地域防犯パトロールカーが多数運行することで地域の防犯意識が向上し，また，犯罪の抑止効果が高まる。 シナイ チイキ ボウハン タスウ ウンコウ チイキ ボウハン イシキ コウジョウ ハンザイ ヨクシ コウカ タカ

										一般財源 イッパン ザイゲン						22,508										25,187										30,865

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				全校区でのパトロールカー導入 ゼン コウク ドウニュウ										目標 モクヒョウ				146						146						96						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				86						93

																		達成率 タッセイ リツ				58.9%						63.7%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																犯罪発生件数が減少するなど，市民の安全が確保され安心感が向上する。 ハンザイ ハッセイ ケンスウ ゲンショウ シミン アンゼン カクホ アンシンカン コウジョウ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				犯罪の少なさに関する満足度 ハンザイ スク カン マンゾクド										目標 モクヒョウ				30.1%						31.7%						34.0%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29.9%						33.6%

																		達成率 タッセイ リツ				99.3%						106.0%

								刑法犯認知件数 ケイホウハン ニンチ ケンスウ										目標 モクヒョウ				24,000						23,000						22,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				23,399						23,400

																		達成率 タッセイ リツ				102.6%						98.3%
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大

小

行政のコントロール要素
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大
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子・女

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												子ども・女性安全対策事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市防犯のまちづくり推進プラン																														事業群 ジギョウ グン						市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○犯罪の少なさに対する満足度（H28：35％）
○刑法犯認知件数（H28：21,000件以下） ハンザイ スク タイ マンゾクド ケイホウハン ニンチ ケンスウ ケン イカ

						　福岡市内における、性犯罪（強制わいせつ・強姦）の認知件数は、政令指定都市のなかでワースト上位で推移している。 セイレイ シテイ トシ ジョウイ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				子ども・女性																性犯罪は「魂の殺人」と言われるほど深刻な被害を女性に及ぼすため被害防止に積極的に取り組む必要がある。
子どもに危害を与える犯罪や不審な人物からの声かけや付きまとい事案から、子どもを守る。 セイ ハンザイ タマシイ サツジン イ シンコク ヒガイ ジョセイ オヨ ヒガイ ボウシ セッキョクテキ ト ク ヒツヨウ																														・啓発活動の推進
・出前講座の実施
・「コスモスネットワーク」と連携した事業の推進
・子どもへの安全教育等の実施　など ケイハツ カツドウ スイシン デマエ コウザ ジッシ レンケイ ジギョウ スイシン コ アンゼン キョウイク トウ ジッシ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○シンボルマークを活用した啓発活動の推進（啓発グッズ，ポスター，チラシ等）
○性犯罪抑止活動を推進するための法的整備（防犯推進プラン，安全安心条例）
○子ども・女性安全安心ネットワーク（コスモスネットワーク）と連携した事業の推進
○出前講座の実施（性犯罪対策）
○防犯カレンダーによる啓発（小学生）
○性犯罪被害，インターネット関連トラブル防止の漫画冊子による広報・啓発（中学生） ボウハン ケイハツ ショウガクセイ セイ ハンザイ ヒガイ カンレン ボウシ マンガ サッシ コウホウ ケイハツ チュウガクセイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・性犯罪防止教育受講者が増加する。
・安全教育を受けた子どもが増加する。
・子どもや女性が防犯について考える機会が増加する。 ゾウカ コ ジョセイ ボウハン カンガ キカイ ゾウカ

																																																																																								23		24		25		26				中間目標 チュウカン モクヒョウ

																																																																																								2011		2012		2013		2014		2015		2016

																																																																																								26.8		28.4		30.1		31.7		33.4		35



																																																																																								2017		2018		2019		2020		2021		2022



																																																																																								37.5		40		42.5		45		47.5		50

				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,932										5,409										5,012														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・女性や子どもの防犯意識が向上する。 ジョセイ コ ボウハン

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,932										5,409										5,012

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ																																																						出前講座 デマエ コウザ		※防犯推進プランの出前講座の見込み量：平成31年度までに2割増 ボウハン スイシン デマエ コウザ ミコ リョウ ヘイセイ ネンド ワリ ゾウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド																																																25		26		27		28		29		30		31

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				性犯罪防止出前講座受講者数 セイ ハンザイ ボウシ デマエ コウザ ジュコウシャ スウ										目標 モクヒョウ				2,000						2,200						2,500						年度 ネンド																																																2169		2613		-		-		-		-		2602.8

																		実績 ジッセキ				2,225						2,470

																		達成率 タッセイ リツ				111.3%						112.3%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・性犯罪被害者が減少する。
・子どもの犯罪被害が減少する。 ハンザイ ヒガイ ゲンショウ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				性犯罪認知件数 セイ ハンザイ ニンチ ケンスウ										目標 モクヒョウ				160						160						140						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				200						141

																		達成率 タッセイ リツ				80.0%						113.5%

								犯罪の少なさに関する満足度 ハンザイ スク カン マンゾクド										目標 モクヒョウ				30.1%						31.7%						34.0%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29.9%						33.6%

																		達成率 タッセイ リツ				99.3%						106.0%







行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



街カメラ

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続 ケイゾク

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								生活安全部 セイカツ アンゼン ブ								生活安全課 セイカツ アンゼンカ

				事業名 ジギョウ メイ												街頭防犯カメラ設置事業 ガイトウ ボウハン セッチ ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成24年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市防犯のまちづくり推進プラン フクオカシ ボウハン スイシン																														事業群 ジギョウ グン						犯罪が発生しにくい環境づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○犯罪の少なさに対する満足度（Ｈ２８：３５％）
○刑法犯認知件数（Ｈ２８：２１，０００件以下）

						　平成23年の人口千人当たりの認知件数が政令指定都市でワースト３位。特に街頭で発生しているオートバイ盗，自転車盗，強制わいせつなどの犯罪が上位を占めている。 ヘイセイ ネン ジンコウ センニン ア ニンチ ケンスウ セイレイ シテイ トシ イ トク ガイトウ ハッセイ トウ ジテンシャ トウ キョウセイ ハンザイ ジョウイ シ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				自治協議会及び自治会・町内会等																　それぞれの地域において，街頭防犯カメラが設置されるなど犯罪の起きにくい環境づくりが実現している状態																														・街頭防犯カメラの購入・設置等に係る費用を一部助成する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　自治協議会，自治会・町内会等が防犯カメラを設置する際の，防犯カメラの機器購入費及び設置工事費等の75％以内を補助（１台につき30万円を上限）



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・自治協議会及び自治会・町内会等による街頭防犯カメラの設置が普及促進される。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								36,416										39,047										26,221														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・各地域の必要に応じ街頭防犯カメラが設置され，犯罪の起きにくい環境づくりが実現される。

										一般財源 イッパン ザイゲン						36,416										39,047										26,221

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				街頭防犯カメラの設置台数										目標 モクヒョウ				100						100						105						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				159						145

																		達成率 タッセイ リツ				159.0%						145.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・犯罪が減少するなど市民の安全が確保され，安心感が向上する。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				犯罪の少なさに関する満足度										目標 モクヒョウ				30.1%						31.7%						34.0%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29.9%						33.6%

																		達成率 タッセイ リツ				99.3%						106.0%

								刑法犯認知件数										目標 モクヒョウ				24,000						23,000						22,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				23,399						23,400

																		達成率 タッセイ リツ				102.6%						98.3%
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　　　　　　施策成果指標

大
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小

大

小



暴事

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								生活安全部								生活安全課

				事業名 ジギョウ メイ												暴力団事務所撤去運動支援事業 ボウリョクダン ジム ショ テッキョ ウンドウ シエン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-5-3						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												昭和40年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												福岡市暴力団排除条例																														施策 シサク						犯罪のない安全で住みよいまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						暴力団排除対策の推進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○犯罪の少なさに対する満足度（平成28年度目標：35％）
○刑法犯認知件数（平成28年目標：21,000件以下） ヘイセイ ネンド モクヒョウ ヘイセイ ネン モクヒョウ

						福岡県において平成25年6月に、市町村が実施する暴力団事務所撤去運動への支援事業に関する補助制度が創設されたため。 フクオカ ケン ヘイセイ ネン ガツ シチョウソン ジッシ ボウリョクダン ジム ショ テッキョ ウンドウ シエン ジギョウ カン ホジョ セイド ソウセツ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				暴力団事務所撤去運動 ジム ショ テッキョ ウンドウ																　活動を推進する地域、団体への経済的支援 カツドウ スイシン チイキ ダンタイ ケイザイテキ シエン																														・暴力団事務所撤去活動の支援。
 ジム ショ テッキョ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				補助申請の実績なし（※26年度新規事業） ホジョ シンセイ ジッセキ ネンド シンキ ジギョウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・暴力団排除活動の推進及び暴力団事務所撤去の早期実現が図られる。 ボウリョクダン ハイジョ カツドウ スイシン オヨ ボウリョクダン ジム ショ テッキョ ソウキ ジツゲン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										0										1,030														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										500														・暴力団が，社会経済活動の場から排除される。　・行政，地域が一体となって暴力団排除に取り組む体制が構築される。 ボウリョクダン ギョウセイ チイキ イッタイ ボウリョクダン ハイジョ ト ク タイセイ コウチク

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										0										530

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				暴力事務所撤去件数 ジム ショ テッキョ										目標 モクヒョウ										1						1						年度

																		実績 ジッセキ										0

																		達成率 タッセイ リツ										0.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・暴力団の組織維持が困難になり，犯罪発生件数が減少するなど，安全で住みよいまちづくりが実現する。 ボウリョクダン ソシキ イジ コンナン

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				犯罪の少なさに関する満足度										目標 モクヒョウ				30.1%						31.7%						34.0%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				29.9%						33.6%

																		達成率 タッセイ リツ				99.3%						106.0%

								刑法犯認知件数										目標 モクヒョウ				24,000						23,000						22,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				23,399						23,400

																		達成率 タッセイ リツ				102.6%						98.3%





活動
の
指標

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

行政のコントロール要素

外的な要因

大

大

小

小



BCP

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								防災・危機管理部								防災・危機管理課

				事業名 ジギョウ メイ												防災・危機管理体制の充実・強化（業務継続計画の策定及び普及）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						災害に強いまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												地域防災計画																														事業群 ジギョウ グン						防災・危機管理体制の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		該当する施策成果指数の設定なし

						　大規模地震災害の際、自治体及び民間企業などが業務（事業）を継続することの重要性から、内閣府が全国の自治体に計画策定を働きかけている。また、同計画の策定は東日本大震災後、加速している。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市役所
市内の企業等																大規模地震災害による被害を軽減
災害後、短期間での業務開始																														福岡市業務継続計画の策定







				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　福岡市役所の業務継続計画の策定に向け、市役所内の検討組織（災害予防対策会議）により検討
・非常時優先業務の実施に係る課題の抽出及び対応策の検討
　業務継続性の確保のため、非常時優先業務の執行に必要な資源（人員・庁舎・情報システム等）の確保状況の分析、課題の抽出整理。
・非常時優先業務の実施に係る指揮系統（代行者）の検討
　各業務に関して、組織上位者の意思決定が迅速・確実に伝わるとともに、様々な組織レベルからの報告の中で、重要なものが組織上位者に適切に伝わるような指揮命令系統を確立。 市長等の職務の代行や継承について検討。
・ 業務継続計画の策定（ＰＤＣＡサイクルの構築）
　業務継続の意思統一を図り、計画の実効性を高めるため、職員の教育・訓練計画について検討。また、ＢＣＰ自体の管理・更新計画について検討を行い、管理責任者・組織やチェック方法・内容・時期等を定めることにより、職員の教育・訓練・計画とあわせ、災害対応力向上のためのＰＤＣＡサイクルを構築。





																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		災害発生時にも行政機能及び社会機能が確保される。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,990										3,240										0														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														災害後、必要な市民サービスを受けられるまでの期間が短縮する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,990										3,240										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				課題への対応（業務継続の阻害要因除去）										目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																市民が安心して生活できるまちとなる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				市民の安心感										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小
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　　　　　　施策成果指標



避難所機能

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								防災・危機管理部								防災・危機管理課

				事業名 ジギョウ メイ												避難支援対策の充実・強化（避難所機能の強化）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２４年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						災害に強いまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						防災・危機管理体制の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		該当する施策成果指数の設定なし

						国際化に伴う海外からの観光客が増加しており，外国人への情報提供機能の強化が必要となった。また，アレルギー体質者用の白粥は，代用できる食物が限られ，流通量も十分でなく流通備蓄等の活用が困難と予想されるので，平成２２年度から備蓄を開始した。簡易トイレや安定ヨウ素剤については，東日本大震災の教訓を踏まえ備蓄を行った。担架（ターボリン担架）については，各校区の防災訓練における避難・搬送訓練の普及啓発・支援を図るため，配備を行った。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				外国人観光客，避難所標識
白粥については，アレルギー体質者及び離乳食対応者
担架は校区の訓練等を対象
トイレは警固断層南東部の避難想定者数約24,000人
安定ヨウ素剤は，玄海原発から40km圏内の40歳未満の福岡市民約273,000人を対象																外国人観光客に避難所が分かるようにする。
地域住民の防災力向上等
災害発生初動時の迅速な応急対応																														避難所標識を日英中韓の４カ国語表記に整備する。










				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				経年劣化により標識の建替や板面の書換が必要な標識を４カ国語表記で整備した。

ターボリン担架177式配備　市内の全公民館・各区役所
簡易トイレ24,000枚備蓄    市内の全公民館・各区役所・防災倉庫
安定ヨウ素剤配備　　　　　 玄海原発から50km圏内の全市民
　　　　　　　　　　　　　　　　 約570,000人分を三ヵ年計画で平成28年度
　　　　　　　　　　　　　　　　 までに備蓄 ゼン シミン サンカネン ケイカク ヘイセイ ネン ド ビチク



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		外国人観光客にも避難所が分かるようになる。
















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,007										1,285										3,500														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														安心して市内を観光出来る。

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,007										1,285										3,500

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				標識の4カ国語表記化										目標 モクヒョウ				164						220						270						３４年度

																		実績 ジッセキ				180						229												594

																		達成率 タッセイ リツ				109.8%						104.1%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																外国人観光客が増える。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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土砂

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								防災・危機管理部								防災・危機管理課

				事業名 ジギョウ メイ												避難支援対策の充実・強化（土砂災害対策）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-1-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２５年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												土砂災害防止法																														施策 シサク						災害に強いまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												地域防災計画の災害予防と避難対策																														事業群 ジギョウ グン						防災・危機管理体制の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○地域の防災対策への評価（Ｈ２８：３５％）

						福岡県が市内の土砂災害警戒区域等の指定をするために，平成２２年度から各区で調査を開始し，平成２５年度中に７区全ての指定を完了する予定で手続きを進めている。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				一般市民																土砂災害に関する知識と防災意識を向上させ，土砂災害のおそれが高まった時に早めの避難が実施されるようになる。																														福岡県が指定する土砂災害警戒区域等を，ハザードマップの作成・配布や広報等により住民に周知し，また，円滑な避難が行われるように警戒避難体制及び情報伝達体制の整備を行う。









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　対象80校区・地区の地域住民に対して，ヒアリングを実施し，避難経路等の意見を収集し，ハザードマップを作成した。また，市内７区の情報伝達体制の整備（既存の体制見直しやサイレン設置等の検討）や警戒避難体制の整備（市独自の避難情報等の発令基準や区域の検討，有効な避難経路や避難所の選定）の検討を行った。
　また，平成27年度には，ハザードマップを市民へ配布するとともに，土砂災害に係る地域でのフィールドワークや避難訓練を支援する予定である。 シナイ ケントウ ヘイセイ ネン ド ハイフ ドシャ サイガイ カカ チイキ ヒナン クンレン シエン ヨテイ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		土砂災害に対する住民の防災意識が向上し，土砂災害のおそれが高まったときに，円滑な避難が行われるようになることで，土砂災害発生時の人的被害が最小限に抑えられる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								8,033										22,572										11,222														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						4,000										11,286										5,077														土砂災害に対する関心が高まり，自宅近辺の危険箇所の把握をする。

										一般財源 イッパン ザイゲン						4,033										11,286										6,145

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																土砂災害による人的被害が少なくなる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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自主防災組織

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								防災・危機管理部								防災・危機管理課

				事業名 ジギョウ メイ												地域防災力の向上（自主防災組織の育成）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		3-1-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成８年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						安全・安心で良好な生活環境が確保されている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						災害に強いまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						地域防災力の強化

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○自主防災活動への参加率（Ｈ２８：１５％）

						大規模な震災・災害時に犠牲者は，ほとんどが高齢者であるため，災害時の避難支援を目的とした制度を策定した。
平成７年の阪神・淡路大震災を契機に，「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助の重要性が全国的に高まり，自主防災組織の結成及び育成の推進について，重点課題として取組を始めた。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				地域住民
自主防災組織																災害時の共助にかかる取り組みの活性化																														　災害時に援護を必要とする方々を支援する体制を構築する。
　自主防災組織への防災資器（機）材等の支援及び補助。









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　災害時要援護者にかかる庁内プロジェクトチームを開催し，制度の概要や進め方について協議し，認識の共有を図った。
　また，出前講座の実施や地域での自主防災活動において使用または必要とする防災資器材等の購入支援などにより，自主防災組織の活性化並びに地域防災力の向上を図った。 サイガイジ ヨウエンゴシャ キョウギ デマエ コウザ ジッシ ナラ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

																																																		　地域での共助の取り組みが活発化し，避難支援が円滑に進む。
　自主防災組織を中心として，地域防災力の向上に向けた取組が期待される。 ジシュ ボウサイ ソシキ チュウシン チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ム トリクミ キタイ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								7,715										14,590										15,640														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						1										1										1														　災害による犠牲者が大幅に減少する。
　地域の自助・共助にかかる取組が活性化する。 サイガイ チイキ ジジョ キョウジョ トリクミ カッセイカ

										一般財源 イッパン ザイゲン						7,714										14,589										15,639

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																　地域防災力のさらなる向上につながる。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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事業課5

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								スポーツ推進部 スイシンブ								スポーツ事業課 ジギョウ カ

				事業名 ジギョウ メイ												ラグビーワールドカップ２０１９開催地及びキャンプ地招致調査・検討 カイサイチ オヨ チ チョウサ ケントウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		5-5-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成２６年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割合（Ｈ２８：７２．５％以上） フクオカシ カンセン キカイ メグ トシ オモ シミン ワリアイ イジョウ

						ラグビーワールドカップ２０１９が日本で開催されることが決定しており，開催地とキャンプ地について，招致の判断をする必要があるため。 ニホン カイサイ ケッテイ カイサイチ チ ハンダン ヒツヨウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				ラグビーワールドカップ2019																ラグビーワールドカップ２０１９の開催地招致を行う場合の福岡市の費用負担等を明らかにし，開催地招致またはキャンプ地招致を判断する。 カイサイチ オコナ バアイ フクオカシ ヒヨウ フタン トウ アキ カイサイチ チ ハンダン																														・開催地として福岡市が負担することになる必要経費の積算
・経済波及効果の算定。 フクオカシ フタン ヒツヨウ ケイヒ セキサン ケイザイ ハキュウ コウカ サンテイ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				 ・ 「ラグビーワールドカップ2019」開催地招致関連業務委託　　4,600千円
 ・ 「ラグビーワールドカップ2019」開催都市立候補地
　　視察受入れ及びプレゼンテーション業務委託　　489千円
 ・ラグビーワールドカップ2019関連パネル作製業務委託　　 964千円

 ・開催地及びキャンプ地招致に係る情報収集　　223千円 カイサイチ カンレン ギョウム イタク センエン カイサイ トシ リッコウホ チ シサツ ウケイレ オヨ ギョウム イタク カンレン サクセイ ギョウム イタク センエン カイサイチ オヨ チ カカ ジョウホウ シュウシュウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・開催地招致に係る，福岡市の必要経費や経済波及効果が明らかになる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										6,329										2,569														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・開催地またはキャンプ地招致の判断を行う。

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										6,329										2,569

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				必要経費と経済波及効果の把握
（数値化はできない） ヒツヨウ ケイヒ ケイザイ ハキュウ コウカ ハアク スウチカ										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・招致について適切な判断がなされ，効果的なスポーツ振興が図られる。 テキセツ ハンダン コウカテキ シンコウ ハカ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				適切な招致の判断（数値化はできない） テキセツ ハンダン スウチカ										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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事業課6

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								スポーツ推進部								スポーツ事業課

				事業名 ジギョウ メイ												アビスパ福岡活用・支援																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		5-5-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成７年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						プロスポーツの振興

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○福岡市を活動拠点とするプロスポーツチームなどの主催試合観客数（Ｈ２８：３３６，０００人）
○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割合（Ｈ２８：７２．５％以上）

						　アビスパ福岡が広く市民、地域に支えられる市民球団として自立し、定着できるように支援する。
　サッカーを通した豊かなスポーツ文化の振興と青少年の育成を図ることにより、市民スポーツの振興を推進する。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市民
アビスパ福岡																・市民が、試合観戦やアビスパ福岡のホームタウン活動を通して、一流のスポーツに触れ,交流できる機会が増える。
・多くの市民や企業、団体が、アビスパ福岡を誇りに思い、積極的に支援することで、アビスパ福岡の経営基盤が安定し、自立が図られる。 コウリュウ キカイ フ																														・観戦招待事業、少年少女サッカー教室、親子サッカー教室、心の教育プロジェクト、アビスパ健康教室、スポーツ大会等広告看板掲出、ブラインドサッカー教室の実施
・アビスパ福岡の周知・広報









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				　①観戦招待事業（小中高生とその保護者をホームゲームに招待）
　②少年少女サッカー教室（幼児、小中学生の団体を対象としたコーチによ
     るサッカー指導）　
　③親子サッカー教室（小学生とその保護者を対象とした選手・コーチによる
     教室）　
　④心の教育プロジェクト（市内小学校での選手・コーチによる特別授業）　
　⑤アビスパ健康教室（およそ６０歳以上を対象とした運動啓発教室）　
　⑥スポーツ大会等広告看板掲出（ホームゲーム時に掲出）
　⑦ブラインドサッカー教室（小学生以上を対象としたコーチおよびブライン
     ドサッカー選手による体験教室）



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民のアビスパ福岡への関心が高まる
・市民がアビスパ福岡の試合を見に行く
・市民のスポーツへの関心が高まる
・青少年の健全育成が図られる















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								87,883										85,572										87,116														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						420										464										425														・市民がファン、サポーターとなる
・アビスパ福岡の試合観客数が増加する
・アビスパ福岡の経営基盤が安定する

										一般財源 イッパン ザイゲン						87,463										85,108										86,691

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・アビスパ福岡が市民の財産となる。
・アビスパ福岡の活躍により、市の知名度、集客力が向上する。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				プロスポーツチームなどの主催試合観客数										目標 モクヒョウ																増加 ゾウカ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				２４０千人 センニン						229千人 センニン

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#VALUE!						ERROR:#VALUE!

								スポーツ観戦の機会への評価										目標 モクヒョウ																72.5
以上 イジョウ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				73.7						76.8

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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事業課7

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								スポーツ推進部								スポーツ事業課

				事業名 ジギョウ メイ												スポーツコミッション事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		5-5-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成１９年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○福岡市はスポーツ観戦の機会に恵まれた都市だと思う市民の割合（Ｈ２８：７２．５％以上）

						　「国際スポーツ都市宣言」に基づき，スポーツを通じたまちづくりを進めており，これまでの国際スポーツ大会で培われたハード・ソフト・ホスピタリティなどを有効活用し，国際スポーツ大会等を招致，開催することにより，さらなる市民スポーツの振興推進や，本市の国際的知名度の向上を図る。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				国内外のスポーツ関係団体等
市民 コクナイガイ カンケイ ダンタイ トウ シミン																　国際スポーツ大会等開催地，事前合宿地の招致・支援を行うことにより，市民が一流のスポーツに触れ，交流できる機会が増えるなど，市民スポーツの振興が推進されるとともに，本市の知名度向上や参加者・観光客増加による経済波及効果ももたらされる。 トウ ホン シ チメイド コウジョウ サンカシャ カンコウキャク ゾウカ ケイザイ ハキュウ コウカ																														・新規国際スポーツ大会や全国レベルの大会の招致，開催支援を行う。
・国際スポーツ大会等の事前合宿地としての招致，支援を行う。
・ＪＯＣﾊﾟｰﾄﾅｰ都市協定に関する事業を行う。









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				１　イギリス陸上競技連盟視察受け入れ
　　　平成２７年に世界陸上競技選手権大会が北京で開催されるにあたり，
　　事前合宿地として本市内陸上競技場等を視察と協議。
　　　・視察日：平成２６年１０月１４，１５日　視察者：３名
　　　　※平成２７年６月に視察予定。平成２５年度に２回視察。
２　スウェーデンオリンピック委員会事前合宿視察受入及び合意
　　　２０２０年の東京オリンピックが開催されるにあたり，事前合宿地として
　　スウェーデンオリンピック委員会が視察。その後，福岡市・福岡県の三
　　者で基本合意書の調印式を行った。
　　　　・視察日：平成２６年４月１１，１２日　視察者：２名
　　　　・調印式：平成２６年１０月８日（水）
　　　　　場　所：アクロス福岡６０６会議室
 リクジョウ キョウギ レンメイ シサツ ウ イ ヘイセイ ネン セカイ リクジョウ キョウギ センシュケン タイカイ ペキン カイサイ ガッシュク チ ホンシ ナイ リクジョウ キョウギジョウ ナド シサツ キョウギ シサツ ビ ヘイセイ ネン ガツ ニチ シサツ シャ メイ ヘイセイ ネン ガツ シサツ ヨテイ ヘイセイ ネンド カイ シサツ イインカイ ジゼン ガッシュク シサツ ウケイレ オヨ ゴウイ ネン トウキョウ カイサイ ジゼン ガッシュク チ イインカイ シサツ ゴ フクオカシ フクオカケン キホン ゴウイショ チョウイン シキ オコナ シサツ ビ ヘイセイ ネン ガツ ニチ シサツ シャ メイ チョウイン シキ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ミズ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果，どうなるのか）

																																																		・国際スポーツ大会や全国レベルの大会が開催される。
・近隣地域で国際スポーツ大会等が開催される際に，事前合宿地として利用される。
・大会開催や合宿地の受け入れにあたっては，市民との交流事業等が実施される。 タイカイ カイサイ ガッシュク チ ウ イ シミン コウリュウ ジギョウ トウ ジッシ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								3,284										1,086										1,097														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果，対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														・市民がトップレベルの競技を間近に見る機会や，選手と交流する機会が増える。
・大会等の参加者やそれを目的とした観光客が福岡を訪れ，認識する。 タイカイ トウ サンカシャ モクテキ カンコウキャク フクオカ オトズ ニンシキ

										一般財源 イッパン ザイゲン						3,284										1,086										1,097

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ														目標 モクヒョウ																						年度

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果，市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・市民スポーツの振興が推進される。
・「国際スポーツ都市」としての知名度が上がる。
・本市を訪れる観光客等が増え，経済効果がもたらされる。 シミン シンコウ スイシン トウ ケイザイ コウカ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				スポーツ観戦の機会への評価										目標 モクヒョウ																72.5
以上 イジョウ						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				73.7						76.8

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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事業課8

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								スポーツ推進部 スイシン ブ								スポーツ事業課 ジギョウ カ

				事業名 ジギョウ メイ												福岡マラソン開催 フクオカ カイサイ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-5-1						再 サイ		5-5-1

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						スポーツ・レクリエーションの振興

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						スポーツ・レクリエーション活動の促進

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○身近なスポーツ環境に対する満足度（H28：65％）
○スポーツ活動をする市民の割合（H28:55％）
○スポーツ観戦の機会への評価（H28：72.5％） ミジカ カンキョウ タイ マンゾクド カツドウ シミン ワリアイ カンセン キカイ ヒョウカ

						市民から１０万人を超える署名による開催要望があった。 シミン マンニン コ ショメイ カイサイ ヨウボウ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				スポーツに興味・関心のある市民 キョウミ カンシン シミン																スポーツをする・みる・支える人口を増加させる。 ササ ジンコウ ゾウカ																														福岡マラソンの開催準備・開催運営を行う。 フクオカ カイサイ ジュンビ カイサイ ウンエイ オコナ









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				
○福岡マラソンの開催準備
・協賛金の確保
・参加ランナー募集（申込者49,871人）
・ボランティア募集（3,310人が参加）
・コース沿道の地域住民及び事業者等への説明（交通規制の周知や観戦の呼びかけ）を実施。 フクオカ カイサイ ジュンビ キョウサンキン カクホ サンカ ボシュウ モウシコミ シャ ニン ボシュウ ニン サンカ エンドウ チイキ ジュウミン オヨ ジギョウシャ トウ セツメイ コウツウ キセイ シュウチ カンセン ヨ ジッシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		福岡マラソンに参加（ランナー・ボランティア）及び観戦する。 フクオカ サンカ オヨ カンセン















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								43,227										99,584										101,770														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										18										9,100														身近なところでスポーツに親しみ，市民スポーツの振興が推進される。 ミジカ シタ シミン シンコウ スイシン

										一般財源 イッパン ザイゲン						43,227										99,566										92,670

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				福岡・糸島市民枠申込者数（地元先行申込） フクオカ イトシマ シミン ワク モウシコミ シャ スウ ジモト センコウ モウシコ										目標 モクヒョウ																12,200						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										11,639

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																・身近なスポーツ環境に対する満足度の増加
・スポーツ活動をする市民の割合の増加
 ミジカ カンキョウ タイ マンゾクド ゾウカ カツドウ シミン ワリアイ ゾウカ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				身近なスポーツ環境に対する満足度 ミジカ カンキョウ タイ マンゾクド										目標 モクヒョウ																						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				57						57												70%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

								スポーツ活動をする市民の割合 カツドウ シミン ワリアイ										目標 モクヒョウ																						34年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				52						53												60%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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女性活躍企業応援

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								新規

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								男女共同参画部 ダンジョ キョウドウ サンカク ブ								男女共同参画課 ダンジョ キョウドウ サンカク カ

				事業名 ジギョウ メイ												女性活躍企業応援事業 ジョセイ カツヤク キギョウ オウエン ジギョウ																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		7-5-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												なし																														事業群 ジギョウ グン						女性の活躍の場づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		・企業における女性管理職比率（Ｈ26：7％） キギョウ ジョセイ カンリ ショク ヒリツ

						企業の中で責任ある地位に就くなど女性が活躍するには，女性社員の能力向上が重要である。企業の枠を超えて同じ立場の女性が集まり，グループ研修を通して能力向上と情報交換の場をつくるもの。 キギョウ ナカ セキニン チイ ツ ジョセイ カツヤク ジョセイ シャイン ノウリョク コウジョウ ジュウヨウ キギョウ ワク コ オナ タチバ ジョセイ アツ ケンシュウ トオ ノウリョク コウジョウ ジョウホウ コウカン バ





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				企業の女性社員
女性社員を派遣した企業
その他の企業 キギョウ ジョセイ シャイン ジョセイ シャイン ハケン キギョウ ホカ キギョウ																女性社員の能力が向上する。
派遣した企業で女性の活躍が進む。 ジョセイ シャイン ノウリョク コウジョウ ハケン キギョウ ジョセイ カツヤク スス																														・参加企業，女性社員を募集
・グループ研修，講演会を実施
・女性リーダー育成研修を実施 サンカ キギョウ ジョセイ シャイン ボシュウ ケンシュウ コウエンカイ ジッシ ジョセイ イクセイ ケンシュウ ジッシ









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				【福岡ウーマンフェスタ2015】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本を代表する女性リーダーの講演を中心とする女性活躍推進イベントを実施。　
基調講演①「これから活躍する女性の条件」ＮＰＯ法人J-Win理事長　内永ゆか子氏
貴調講演②「ずっと活躍し続けるためのキャリアのつくり方」プロノバ代表取締役社長　岡島悦子氏　　　　
パネルディスカッション「福岡の女性，こうすればもっと輝ける！」
参加人数１８０人　　　　
アミカス
【企業の社内研修支援（平成26年度新規）】
①女性リーダー育成研修（２コース）　　
　　・土曜５回コース，木曜10回コース　参加人数　各３０人
　　・「女性の大活躍推進福岡県会議」と連携し，自主宣言登録企業が
　　　女性社員を派遣する場合，県会議が受講料補助
②公開講演会＆交流会（１回）　参加人数４２人 フクオカ ニホン ダイヒョウ ジョセイ コウエン チュウシン ジョセイ カツヤク スイシン ジッシ キチョウ コウエン カツヤク ジョセイ ジョウケン ホウジン リジチョウ ウチ ナガ コ シ カツヤク ゾク カタ ダイヒョウ トリシマリ ヤク シャチョウ オカ シマ エツコ シ フクオカ ジョセイ カガヤ サンカ ニンズウ ニン キギョウ シャナイ ケンシュウ シエン ヘイセイ ネンド シンキ ジョセイ イクセイ ケンシュウ ドヨウ カイ モクヨウ カイ カク ジョセイ ダイカツヤク スイシン フクオカケン カイギ レンケイ ジシュ センゲン トウロク キギョウ ジョセイ シャイン ハケン バアイ ケン カイギ ジュコウ リョウ ホジョ コウカイ コウエンカイ コウリュウカイ カイ ニン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・女性社員の能力が向上する
・女性活躍に関する認知が上がる ジョセイ シャイン ノウリョク コウジョウ ジョセイ カツヤク カン ニンチ ア















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ																		8,748										8,835														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																										1,502														・女性の力がより発揮され，企業が成長する ジョセイ チカラ ハッキ キギョウ セイチョウ

										一般財源 イッパン ザイゲン																8,748										7,333

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				社内プロジェクト活動支援事業への参加企業数 シャナイ カツドウ シエン ジギョウ サンカ キギョウ スウ										目標 モクヒョウ				8						-						-						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				0.0%						ERROR:#VALUE!

								企業の社内研修支援事業の受講者数 キギョウ シャナイ ケンシュウ シエン ジギョウ ジュコウシャ スウ										目標 モクヒョウ										50						180						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ										60																						・経済活動が活発になる ケイザイ カツドウ カッパツ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						120.0%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				企業における女性管理職比率（H21年度5.5%） キギョウ ジョセイ カンリ ショク ヒリツ ネンド										目標 モクヒョウ										7%						-						３４年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										10%												12%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						142.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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26事業推進課2

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局								男女共同参画部								事業推進課

				事業名 ジギョウ メイ												働く女性のチャレンジ支援事業																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		7-5-2						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成25年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												男女共同参画社会基本法																														施策 シサク						チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市男女共同参画基本計画（第２次）																														事業群 ジギョウ グン						女性の活躍の場づくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		企業における女性管理職比率（H26：7％）


						国の「女性の活躍促進による経済活性化」行動計画等，本市の「福岡市男女共同参画基本計画」基本目標５　施策の方向２に基づき，これまで十分でなかった働く女性の支援を実施するもの。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				働く女性																企業で管理職やリーダーになるための力をつける。
企業で生き生きと働き，自分の力を発揮する。																														・実践型のセミナー
・企業の枠を超えた働く女性のネットワークづくり









				２６年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				
参加者を公募し、実践型セミナー（全5回）を実施
「女性のためのスキルアップ研修」
　受講者数　30人
　
 ゼン カイ ジョセイ ケンシュウ ジュコウシャ スウ ニン



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・受講生が，将来，リーダーや管理職として活躍するための能力や意識を身につける。
・働く女性のネットワークが広がる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								1,013										1,104																								③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						170										250																								・受講した女性たちが，企業で管理職やリーダーとして活躍する。

										一般財源 イッパン ザイゲン						843										854

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				受講者数
（年間）										目標 モクヒョウ				25						25

																		実績 ジッセキ				17						30

																		達成率 タッセイ リツ				68.0%						120.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																女性の活躍により，企業の業績が上がり，市の経済が活性化する。
働く場において，男女共同参画が実現される。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				企業における女性管理職比率
（Ｈ21　5.5％）										目標 モクヒョウ										７．０％												３４年度 ネンド

																		実績 ジッセキ										10.0％												12%

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						142.9%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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（重点）福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画の点検・検証

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権推進課 ジンケン スイシンカ

				事業名 ジギョウ メイ												人権行政企画調整費（「福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画」の点検・検証）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成16年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												人権教育及び人権啓発の推進に関する法律																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権教育・啓発基本計画																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）

						平成16年度に策定した「福岡市人権教育・啓発基本計画」に基づく取り組みを実効性あるものとするため，同計画の実施計画に基づき実施した事業について，総括的な点検・検証を行う。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				「福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画」に位置づけられた事業																左記事業をより効果的，実効性のあるものにする。																														・各事業の成果と課題について，所管課へ自己評価を求める。
・必要に応じその評価結果について各所管課にヒアリングを行う。
・評価結果をとりまとめ，外部委員や関係団体から意見を聴取する。
・上記プロセスでまとめられた結果について，人権尊重推進本部において最終的な点検・検証を行う。
・最終的な点検・検証結果を公表・フィードバックする。










				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○平成25年度中に実施した「福岡市人権教育・啓発基本計画」の「実施計画」に基づく人権教育・啓発事業について，その評価（成果・課題等）を事業所管課へ照会。

○各事業の評価結果をとりまとめ，外部委員で構成された「人権行政に関する懇話会」や関係団体へ報告し，意見を聴取。

○最終的な点検・検証結果を全所属に通知。



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		点検・検証結果を，所管課において次年度以降の取り組みに反映させる。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								46										46										592														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														「福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画」に基づく人権教育・啓発の事業がより効果的，実効性のあるものとなる。

										一般財源 イッパン ザイゲン						46										46										592

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				実施事業評価の結果、一定の成果が得られたとした事業の割合。										目標 モクヒョウ				90.0%						90.0%						100%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				95.3%						96.8%

																		達成率 タッセイ リツ				105.9%						107.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合が増える。


																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）										目標 モクヒョウ				70.0%						70.0%												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				65.8%						66.2%

																		達成率 タッセイ リツ				94.0%						94.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素
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大

大

小
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小

大
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の
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大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



（重点）人権問題に関する市民意識調査

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権推進課 ジンケン スイシンカ

				事業名 ジギョウ メイ												人権行政企画調整費（人権問題に関する市民意識調査）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成7年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												なし																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権・同和行政基本方針																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）

						人権問題についての市民の意識を明らかにし，効果的な啓発活動を進めるための基礎資料を得るとともに，今後の市民啓発のあり方についての資料を得るため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内に居住する20歳以上の男女一定数																調査を通じ市民の人権意識を把握し，今後本市が取り組むべき人権施策のあり方を検討するうえでの基礎資料を得る。																														５年に一度，人権問題に関する市民意識調査を実施する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○意識調査自体は平成24年度に実施済。
○調査結果をまとめた概要版リーフレットを増刷。 ゾウサツ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民の人権問題についての意識が把握できる。
・５年毎の調査により，経年変化がわかる。
・結果に基づき，事業の改善や見直しを行う。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								797										194										0														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														市民（対象含む）の人権問題についての関心が高まるとともに，講演会や人権講座への市民の参加が増える。

										一般財源 イッパン ザイゲン						797										194										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				なし										目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合が増える。

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!

				成果の指標 セイカ シヒョウ				一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）										目標 モクヒョウ				70.0%						70.0%												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				65.8%						66.2%

																		達成率 タッセイ リツ				94.0%						94.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ				ERROR:#DIV/0!						ERROR:#DIV/0!
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（重点）北朝鮮人権侵害問題啓発週間行事

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権推進課 ジンケン スイシンカ

				事業名 ジギョウ メイ												人権行政企画調整費（北朝鮮人権侵害問題啓発週間行事）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成18年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権教育・啓発基本計画　実施計画																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		北朝鮮当局による人権侵害問題の解決。

						平成18年度に上記法律が施行され，地方公共団体の責務として，拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民世論の啓発に努めるものとされた。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				すべての人																拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題について，関心と認識を深める。																														「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」にあわせ，講演会等の各種啓発活動を実施する。









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月10日～16日）にあわせ，拉致問題に関するＤＶＤを上映後，北朝鮮による拉致被害者家族連合会代表の飯塚繁雄氏（拉致被害者田口八重子さんの兄）による講演会を開催。
　日時：平成26年12月11日（木）14：00～16：00
　場所：アクロス福岡イベントホール
　主催：福岡法務局・福岡県・福岡市・福岡県人権擁護委員連合会
　参加者：約650人
○拉致問題の実態や拉致被害者の写真，ご家族のメッセージなどを展示したパネル展を開催。
　日時：平成26年12月10日（水）～16日（火）
　場所：福岡県庁１階ロビー
　主催：福岡県・福岡市 キタチョウセン ラチ ヒガイシャ カゾク レンゴウカイ ダイヒョウ イイヅカ シゲオ シ ラチ ヒガイシャ タグチ ヤエコ ニイ モク シュサイ フクオカ ホウム キョク フクオカ ケン フクオカシ フクオカ ケン ジンケン ヨウゴ イイン レンゴウカイ スイ カ ケンチョウ カイ シュサイ フクオカ ケン フクオカシ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		講演会等に市民が参加する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								594										523										938														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						273										490										395														拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題について，市民の関心と認識が深まる。


										一般財源 イッパン ザイゲン						321										33										543

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				講演会への参加者数										目標 モクヒョウ				500						500						700						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				700						650

																		達成率 タッセイ リツ				140.0%						130.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																拉致問題解決に向けた世論が高まり，国民世論の強い後押しにより，拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題が解決する。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関する問題に関心がある市民の割合										目標 モクヒョウ				※						※						－						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				※						※

																		達成率 タッセイ リツ				※						※

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ

				※前回調査（平成24年度）では，目標30％，実績37.7％，達成率125.7％。 ゼンカイ チョウサ ヘイセイ ネンド モクヒョウ ジッセキ タッセイリツ

				　5年ごとに実施する市民意識調査により把握。次回は，平成29年度予定。 ジッシ シミン イシキ チョウサ ハアク ヨテイ
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（重点）福岡人権擁護委員協議会

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権推進課 ジンケン スイシンカ

				事業名 ジギョウ メイ												人権行政企画調整費（福岡人権擁護委員協議会への支援・協力）																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												昭和37年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												人権擁護委員法 ジンケン ヨウゴ イイン ホウ																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権教育・啓発基本計画																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）

						福岡人権擁護委員協議会の活動が，地域住民の人権擁護のために公益上必要であると認めたため。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				福岡人権擁護委員協議会																左記協議会が実施する人権相談，講演会，街頭啓発等の各種事業が円滑に実施される。																														福岡人権擁護委員協議会が実施する各種事業が円滑に行えるよう，適任者を推薦するとともに，補助金を交付する。 テキニンシャ スイセン																																								　









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								■		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○福岡人権擁護委員協議会への支援
　・補助金の交付（1,470千円）
　・人権擁護委員候補者の推薦
　・広報活動等への協力 ジンケン ヨウゴ イイン コウホシャ スイセン コウホウ カツドウ トウ キョウリョク



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		人権相談所の開設や市民への人権啓発事業等，福岡人権擁護委員協議会の事業が円滑・効果的に実施される。 ジンケン ソウダン ショ カイセツ シミン ジンケン ケイハツ ジギョウ トウ エンカツ コウカテキ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								1,470										1,470										1,470														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						0										0										0														人権侵犯事件が減少する。
人権侵害を受けた被害者が救済される。 ジンケン シンガイ ウ ヒガイシャ キュウサイ

										一般財源 イッパン ザイゲン						1,470										1,470										1,470

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				年度当初に計画された事業のうち、予定通り実施された事業の割合										目標 モクヒョウ				100.0%						100.0%						100%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				100.0%						100.0%

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合が増える。

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				福岡県内の福岡法務局が把握した人権侵犯事件の件数（暦年ベース） フクオカ ケンナイ										目標 モクヒョウ				0						0												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				783						641

																		達成率 タッセイ リツ

								一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合
（平成３４：８０％）										目標 モクヒョウ				70.0%						70.0%												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				65.8%						66.2%

																		達成率 タッセイ リツ				94.0%						94.6%





外的な要因

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標

小



（重点）人権尊重の視点に立った行政の全庁的な推進

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権推進課 ジンケン スイシンカ

				事業名 ジギョウ メイ												人権行政企画調整費（人権尊重の視点に立った行政の全庁的な推進） ジンケン ギョウセイ キカク チョウセイ ヒ ジンケン ソンチョウ シテン タ ギョウセイ ゼンチョウテキ スイシン																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成21年度 ヘイセイ ネンド																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 ジンケン キョウイク オヨ ジンケン ケイハツ スイシン カン ホウリツ																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権教育・啓発基本計画 フクオカシ ジンケン キョウイク ケイハツ キホン ケイカク																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合 ヒトリ ジンケン ソンチョウ カン シミン ワリアイ

						市職員に対し，これまで様々な人権研修を実施し，人権の重要性に関する理解は職員に根づいてきているが，人権は「特定の部署のみに関係するもの」と捉えがちであり，人権に対する理解を各自の具体的な職務の中に活かすことについては十分ではない面がある。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				福岡市職員																・常に市民の人権を意識して業務に取り組むことを職員の共通理念とする。
・全庁をあげて人権尊重の視点に立った行政を推進する。
・行政運営の方向性と人権尊重の視点を持って自らの業務を進める。																														各職階研修や新規採用職員研修，全職員を対象とした「人権に関する職場研修」を利用して，「人権尊重の視点に立った行政の推進に関する指針」の周知と理解の徹底を図る。 カク ショッカイ ケンシュウ シンキ サイヨウ ショクイン ケンシュウ リヨウ ジンケン ソンチョウ シテン タ ギョウセイ スイシン カン シシン









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						□		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										□		負担金含む フタンキン フク

				○新規採用職員に「人権尊重の視点に立った行政の推進に関する指針」（冊子）を作成し，配布した。
○課長級職員を対象とした「人権行政課長研修」，係長級職員を対象とした「人権行政係長研修」，全職員を対象とした「人権に関する職場研修」，新規採用職員研修等，様々な職員研修の場を利用して「人権尊重の視点に立った行政の推進に関する指針」の周知と理解の徹底を図った。
   平成２６年４月　　新規採用職員研修
                 ７月　　人権行政係長研修
                 ７月    人権行政課長研修
       １１～１２月    「人権」に関する職場研修
　   シンキ サイヨウ ショクイン ジンケン ソンチョウ シテン タ ギョウセイ スイシン カン シシン サッシ サクセイ ハイフ ショクイン カカリチョウキュウ ショクイン タイショウ ジンケン ギョウセイ カカリチョウ ケンシュウ シンキ サイヨウ ショクイン ヘイセイ ネン ガツ シンキ サイヨウ ショクイン ケンシュウ ガツ ジンケン ギョウセイ カカリチョウ ケンシュウ ガツ ジンケン ギョウセイ カチョウ ケンシュウ ガツ ジンケン カン ショクバ ケンシュウ



																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		全職員の研修への参加により，人権尊重の視点に立った行政の推進に係る指針の理解の深化 ゼンショクイン ケンシュウ サンカ ジンケン ソンチョウ シテン タ ギョウセイ スイシン カカ シシン リカイ シンカ















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								0										100										0														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン																																								職員一人ひとりが，常に市民の人権を意識して業務に取り組むことを職員共通の理念とし，全庁をあげて人権尊重の視点に立った行政を推進する。 ショクイン ヒトリ ツネ シミン ジンケン イシキ ギョウム ト ク ショクイン キョウツウ リネン ゼンチョウ ジンケン ソンチョウ シテン タ ギョウセイ スイシン

										一般財源 イッパン ザイゲン						0										100										0

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				「人権」に関する職場研修実施状況										目標 モクヒョウ				100.0%						100.0%						100.00%						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				100.0%						100.0%

																		達成率 タッセイ リツ				100.0%						100.0%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ																																一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合が高まる。 タカ

																		達成率 タッセイ リツ

				成果の指標 セイカ シヒョウ				一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）										目標 モクヒョウ				70.0%						70.0%												年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				65.8%						66.2%

																		達成率 タッセイ リツ				94.0%						94.6%

																		目標 モクヒョウ																						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ

																		達成率 タッセイ リツ





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



人権啓発フェス

				平成26年度事業実施分　内部点検対象事業（個票） ヘイセイ ネンド ジギョウ ジッシ ブン ナイブ テンケン タイショウ ジギョウ コヒョウ																																																																新規／継続 シンキ ケイゾク								継続

																																												所管課名 ショカン カ メイ								市民局 シミン キョク								人権部 ジンケン ブ								人権啓発センター ジンケン ケイハツ

				事業名 ジギョウ メイ												人権啓発フェスティバル																												基本計画 キホン ケイカク		施策コード セサク						主 シュ		1-2-1						再 サイ

				事業開始年度 ジギョウ カイシ ネンド												平成10年度																														分野別目標 ブンヤ ベツ モクヒョウ						一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている

				根拠法令 コンキョ ホウレイ												人権教育及び人権啓発の推進に関する法律																														施策 シサク						すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進

				行政計画上の位置づけ ギョウセイ ケイカク ジョウ イチ												福岡市人権教育・啓発基本計画																														事業群 ジギョウ グン						人権尊重のまちづくり

				背景 ハイケイ		事業を始めた理由（きっかけ）は何か　　※できるだけ具体的に グタイテキ																																						施策成果指標 セサク セイカ シヒョウ		○一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市民の割合（平成３４：８０％）

						・平成6年に国連総会において、「人権教育のための国連10年」が決議され、平成11年に本市においても「人権教育のための国連10年福岡市行動計画」を策定し、市民ひとり一人の人権が真に尊重される福岡市の実現を目指している。





				【事業概要】 ジギョウ ガイヨウ																																												ロジックモデル作成用のテーブル サクセイ ヨウ

				対　　象 タイ ゾウ																目　　的 メ マト																												　最終的な成果に到達するまでの行程を書き出してみよう サイシュウテキ セイカ トウタツ コウテイ カ ダ

				誰(何)を対象として行なうのか ナニ																対象をどのような状態にしたいのか																														①活動ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（どんな活動を行なうのか） カツドウ カツドウ オコ

				市内に居住するすべての人及び滞在する人、通勤・通学する人																○人権という普遍的文化の構築
○人の多様性を認め合う共生社会の実現																														・人権啓発フェスティバルを開催する。
・人権啓発フェスティバルの周知を図る。
（ポスター・チラシ配布、ホームページ、市政だより、情報誌等）









				26年度事業実施内容 （手段）目的達成に向けてどのような方法で何を行ったのか

				実施手法						■		委託含む イタク フク								□		補助金含む ホジョキン フク										■		負担金含む フタンキン フク

				ハートフルフェスタ福岡2014を開催（一部委託）
①平成２６年１０月５日（日）11:00～16:30
　福岡市役所  西側ふれあい広場（交流ブース、ステージイベントなど）　
　　延べ　２０，０００人

②平成２６年９月２７日（土）～２８日（日）
　福岡市人権啓発センター（講演会）
　　延べ　２２２人(７講演)　　　　 　　  　　　　　　　   　　　    　　　　　　　　　　　　　   





																																																		②結果ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（活動の結果、どうなるのか）

																																																		・市民が人権啓発フェスティバルに参加する。
・市民グループや団体がフェスティバルに出展する。















				(千円)
事業費 セン エン				年度 ネンド								２５年度決算額 ネンド ケッサン ガク										２６年度決算見込額 ネンド ケッサン ミコ ガク										２７年度予算額 ネンド ヨサン ガク

								歳出合計 サイシュツ ゴウケイ								8,236										8,300										8,300														③中間ｱｳﾄｶﾑ（その結果、対象はどうなるのか）

								歳入 サイニュウ		特定財源 トクテイ ザイゲン						5,257										6,273										6,003														・多くの市民が楽しく自然な形で『人権』に接し、知識や理解を深めることができる。
・出展した市民グループや団体の活動を発表する場となり、また、団体間の連携が推進される。 オオ

										一般財源 イッパン ザイゲン						2,979										2,027										2,297

				【活動・成果指標の達成度】 カツドウ セイカ シヒョウ タッセイ ド

				区分 クブン				指標の内容 シヒョウ ナイヨウ										実　　績 ジツ ツムギ																目　　標 メ ヒョウ

																						２５年度 ネンド						２６年度 ネンド						２７年度 ネンド						最終年度 サイシュウ ネンド

				活動の指標 カツドウ シヒョウ				来場者数										目標 モクヒョウ				18,000						20,000						20,000						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				20,000						20,000

																		達成率 タッセイ リツ				111.1%						100.0%

								参加団体数										目標 モクヒョウ				75						75						75						年度 ネンド										④最終ｱｳﾄｶﾑ（その結果、市としてどうなるのか）

																		実績 ジッセキ				74						70																						・一人ひとりの人権が尊重されていると感じる市
民の割合が増加する。

																		達成率 タッセイ リツ				98.7%						93.3%

				成果の指標 セイカ シヒョウ				来場者アンケート
理解や関心が「大変深まった」「深まった」の合計										目標 モクヒョウ				85						90						90						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				93						89

																		達成率 タッセイ リツ				109.4%						98.9%

								参加団体アンケート「満足している」「どちらかというと満足している」の合計										目標 モクヒョウ				85						90						90						年度 ネンド

																		実績 ジッセキ				98						97

																		達成率 タッセイ リツ				115.3%						107.8%





行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

大

小

行政のコントロール要素

外的な要因

小

大

活動
の
指標

大

小

　　　　成果の指標

　　　　　　施策成果指標



施策コード

						目標 モクヒョウ				施策 セサク				事業群 ジギョウ グン

		1-1-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		1		ユニバーサルデザインの理念によるまちづくり		1		ユニバーサル都市・福岡の推進 トシ フクオカ スイシン

		1-2-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		1		人権尊重のまちづくり ジンケン ソンチョウ

		1-2-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		2		すべての人の人権が尊重されるまちづくりと男女共同参画の推進		2		男女共同参画意識の浸透

		1-3-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		1		こころとからだの健康づくり ケンコウ

		1-3-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		2		医療体制の充実

		1-3-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		3		一人ひとりが健康で、生涯元気に活躍できる社会づくり		3		アクティブエイジングの推進

		1-4-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		1		未来の担い手である子ども達への重点的な取組み ミライ ニナ テ コ タチ ジュウテンテキ ト ク

		1-4-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		2		にぎわいの街としての文化芸術の振興

		1-4-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		4		心豊かに文化芸術を楽しむまちづくり		3		文化施設の有効活用と整備

		1-5-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		1		スポーツ・レクリエーション活動の促進 カツドウ ソクシン

		1-5-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		5		スポーツ・レクリエーションの振興		2		スポーツ施設の整備・活用

		1-6-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		1		地域における総合的な福祉サービスの構築 チイキ ソウゴウテキ フクシ コウチク

		1-6-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		2		高齢者の健康と福祉の向上 ケンコウ フクシ コウジョウ

		1-6-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		3		障がい者の自立と社会参加の支援

		1-6-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		6		すべての人が安心して暮らせる福祉の充実		4		生活の安定の確保など

		1-7-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		1		子どもの権利の尊重 コ ケンリ ソンチョウ

		1-7-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		2		安心して生み育てられる環境づくり

		1-7-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		7		子どもが健やかに育ち、安心して生み育てられる社会づくり		3		地域における子育ての支援

		1-8-1		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		1		知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を持った子どもの育成 チ トク タイ チョウワ イ チカラ モ コ イクセイ

		1-8-2		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		2		国際教育の推進

		1-8-3		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		3		いじめ・不登校等対策の充実 フトウコウ ナド タイサク

		1-8-4		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		4		子ども・若者の健全育成の取組み コ ワカモノ ケンゼン イクセイ トリク

		1-8-5		1		一人ひとりが心豊かに暮らし、元気に輝いている ヒトリ ココロ ユタ ク ゲンキ カガヤ		8		自ら考え、学び、行動する子ども・若者の育成		5		教育・健全育成環境の整備 キョウイク ケンゼン イクセイ カンキョウ セイビ

		2-1-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		1		地域コミュニティの基盤強化 チイキ キバン キョウカ

		2-1-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		1		支え合いの基盤となる地域コミュニティの活性化		2		地域コミュニティの活性化、地域人材の発掘・活用 チイキ カッセイカ チイキ ジンザイ ハックツ カツヨウ

		2-2-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		1		公民館の機能強化 コウミンカン キノウ キョウカ

		2-2-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		2		公民館などを活用した活動の場づくり		2		活動の場づくり カツドウ バ

		2-3-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		3		支え合いや助け合いによる地域福祉の推進		1		見守り・支え合いの仕組みづくり ミマモ ササ ア シク

		2-4-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		1		ＮＰＯ、ボランティア活動の支援 カツドウ シエン

		2-4-2		2		さまざまな支え合いとつながりができている		4		ＮＰＯ、ボランティア活動の活性化		2		共働の推進 トモ ハタラキ スイシン

		2-5-1		2		さまざまな支え合いとつながりができている		5		ソーシャルビジネスなど多様な手法やつながりによる社会課題解決の推進		1		ソーシャルビジネスの普及・促進 フキュウ ソクシン

		3-1-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		1		防災・危機管理体制の強化 ボウサイ キキ カンリ タイセイ キョウカ

		3-1-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		2		地域防災力の強化 チイキ ボウサイリョク キョウカ

		3-1-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		3		消防・救急体制の充実・強化 ショウボウ キュウキュウ タイセイ ジュウジツ キョウカ

		3-1-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		1		災害に強いまちづくり		4		災害に強い都市基盤整備 サイガイ ツヨ トシ キバン セイビ

		3-2-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		1		安全で快適な道路環境づくり アンゼン カイテキ ドウロ カンキョウ

		3-2-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		2		総合治水対策の推進 ソウゴウ チスイ タイサク スイシン

		3-2-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		2		安全で快適な生活基盤の整備		3		施設の計画的な維持更新（アセットマネジメント） シセツ ケイカクテキ イジ コウシン

		3-3-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		1		良質な住宅、住環境形成の推進 リョウシツ ジュウタク ジュウカンキョウ ケイセイ スイシン

		3-3-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		3		良質な住宅・住環境の形成		2		安心して住み続けられる住宅供給の促進 アンシン ス ツヅ ジュウタク キョウキュウ ソクシン

		3-4-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		1		安全で適正な自転車利用

		3-4-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		2		モラル・マナーの向上 コウジョウ

		3-4-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		3		ごみの不法投棄の防止 フホウ トウキ ボウシ

		3-4-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		4		ルールが守られ、人にやさしい安全なまちづくり		4		屋外・路上広告物の適正化 オクガイ ロジョウ コウコクブツ テキセイカ

		3-5-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		1		市民の防犯意識の向上と地域の防犯力の強化 シミン ボウハン イシキ コウジョウ チイキ ボウハン リョク キョウカ

		3-5-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		2		犯罪が発生しにくい環境づくり ハンザイ ハッセイ カンキョウ

		3-5-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		3		暴力団排除対策の推進 ボウリョクダン ハイジョ タイサク スイシン

		3-5-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		5		犯罪のない安全で住みよいまちづくり		4		飲酒運転撲滅への取組み インシュ ウンテン ボクメツ トリク

		3-6-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		1		水の安定供給 ミズ アンテイ キョウキュウ

		3-6-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		2		節水型都市づくり セッスイ ガタ トシ

		3-6-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		3		安全で良質な水道水の供給 アンゼン リョウシツ スイドウ ミズ キョウキュウ

		3-6-4		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		6		安全で良質な水の安定供給		4		水源地域・流域との連携・協力 スイゲン チイキ リュウイキ レンケイ キョウリョク

		3-7-1		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		1		大気環境などの保全 タイキ カンキョウ ホゼン

		3-7-2		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		2		食の安全確保、衛生的な生活環境の向上 ショク アンゼン カクホ エイセイテキ セイカツ カンキョウ コウジョウ

		3-7-3		3		安全・安心で良好な生活環境が確保されている		7		日常生活の安全・安心の確保		3		消費者被害の未然防止・救済 ショウヒシャ ヒガイ ミゼン ボウシ キュウサイ

		4-1-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		1		再生可能エネルギー等の導入 サイセイ カノウ トウ ドウニュウ

		4-1-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		2		省エネルギーの推進 ショウ スイシン

		4-1-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		1		地球温暖化対策の推進と自律分散型エネルギー社会の構築		3		エネルギーのエリアマネジメントの推進 スイシン

		4-2-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		1		３Ｒの推進 スイシン

		4-2-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		2		循環型社会システムの構築		2		ごみ処理施設の維持・整備 ショリ シセツ イジ セイビ

		4-3-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		1		生物多様性の保全と活用

		4-3-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		2		博多湾や干潟の保全・再生

		4-3-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		3		緑地、農地等の保全

		4-3-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		3		生物多様性の保全とみどりの創出		4		みどりの創出

		4-4-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		1		計画的な市街地整備の推進

		4-4-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		2		公園再整備の推進

		4-4-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		3		農山漁村地域など市街化調整区域の活性化

		4-4-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		4		質の高い都市景観の形成

		4-4-5		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		5		住民によるまちづくり活動の推進

		4-4-6		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		4		まちと自然が調和した福岡型のコンパクトな都市づくり		6		東京圏バックアップの推進

		4-5-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		1		公共交通ネットワークの充実

		4-5-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		2		交通マネジメントの推進（公共交通機関や自転車利用の促進等）

		4-5-3		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		3		放射環状型道路ネットワークの整備

		4-5-4		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		5		公共交通を主軸とした総合交通体系の構築		4		生活交通の確保

		4-6-1		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		1		公共空間の利活用の推進

		4-6-2		4		人と地球にやさしい、持続可能な都市が構築されている		6		ストックの活用による地区の価値や魅力の向上		2		エリアマネジメントの推進

		5-1-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		1		福岡の歴史資源の観光活用

		5-1-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		1		観光資源となる魅力の再発見と磨き上げ		2		祭り・食・文化・エンターテインメント魅力の磨き上げ

		5-2-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		2		緑と歴史・文化のにぎわい拠点づくり		1		市民の憩いと集客の拠点づくり（大濠公園・舞鶴公園の一体的な活用等）

		5-3-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		1		おもてなしの向上

		5-3-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		3		情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし環境づくり		2		交通利便性や都心回遊性の向上

		5-4-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		1		ＭＩＣＥ機能の強化

		5-4-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		4		交流がビジネスを生むＭＩＣＥ拠点の形成		2		ＭＩＣＥ誘致の推進

		5-5-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		1		国際スポーツ大会等の開催地・合宿地としての誘致・支援

		5-5-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		5		国際スポーツ大会の誘致やプロスポーツの振興		2		プロスポーツの振興

		5-6-1		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		1		シティプロモーション、ブランドイメージアップの推進

		5-6-2		5		磨かれた魅力に、さまざまな人がひきつけられている		6		国内外への戦略的なプロモーションの推進		2		クルーズ客拡大への取組み

		6-1-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		1		産学官連携の推進

		6-1-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		1		産学官連携による、知識創造型産業の振興		2		知識創造型産業の振興

		6-2-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		2		成長分野の企業や本社機能の立地の促進		1		企業や本社機能の立地促進

		6-3-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		1		中小企業の競争力・経営基盤の強化

		6-3-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		2		商店街の活性化

		6-3-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		3		地域経済を支える地場中小企業などの競争力強化		3		伝統産業の振興

		6-4-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		1		経営の充実強化、新たな担い手づくり

		6-4-2		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		2		市場機能の強化

		6-4-3		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		3		生産基盤の整備・維持

		6-4-4		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		4		農林水産業とその関連ビジネスの振興		4		市民との交流事

		6-5-1		6		経済活動が活発で、たくさんの働く場が生まれている		5		就労支援の充実		1		就労支援の取組み

		7-1-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		1		チャレンジ人材の集積、活躍支援

		7-1-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		1		新たな挑戦を応援するスタートアップ都市づくり		2		創業しやすい都市づくり

		7-2-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		2		創造的活動の基盤となる文化芸術の振興		1		創造活動を担い、支える人材の育成と活動の支援

		7-3-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		1		クリエイティブ関連産業の振興

		7-3-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		3		個人の才能が成長を生む創造産業の振興		2		エンターテインメント都市づくり

		7-4-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		4		多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり		1		創造的空間の整備・誘導

		7-5-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		1		若者の体験・活動の場や機会づくり

		7-5-2		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		2		女性の活躍の場づくり

		7-5-3		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		5		チャレンジする若者や女性が活躍するまちづくり		3		人材ネットワーク構築・活性化

		7-6-1		7		創造的活動が活発で、多様な人材が新しい価値を生み出している		6		大学や専門学校などの高等教育機関の機能強化		1		教育・研究機能の充実強化

		8-1-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		1		都心部の機能強化と魅力づくり

		8-1-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		1		都市の活力を牽引する都心部の機能強化		2		交通アクセス性、回遊性の向上

		8-2-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		1		アイランドシティのまちづくり

		8-2-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		2		九州大学学術研究都市構想の推進

		8-2-3		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		2		高度な都市機能が集積した活力創造拠点づくり		3		シーサイドももち（SRP地区）の拠点性の維持向上

		8-3-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		1		国際ビジネスの振興

		8-3-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		3		国際的なビジネス交流の促進		2		クリエイティブ産業等の海外展開の支援

		8-4-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		1		空港機能の強化、利便性向上

		8-4-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		4		成長を牽引する物流・人流のゲートウェイづくり		2		港湾機能の強化、利便性向上

		8-5-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		1		日本と世界をつなぐ人材の集積と交流拠点の形成

		8-5-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		5		グローバル人材の育成と活躍の場づくり		2		留学生支援・外国人ネットワークの構築

		8-6-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		1		国際貢献・国際協力の推進

		8-6-2		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		6		アジアの諸都市などへの国際貢献・国際協力の推進		2		海外諸都市・国際機関等との連携・交流強化

		8-7-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		7		釜山広域市との超広域経済圏の形成		1		連携・交流の促進

		8-8-1		8		国際競争力を有し、アジアのモデル都市となっている		8		アジアをはじめ世界の人にも暮らしやすいまちづくり		1		外国人にも住みやすく活動しやすいまちづくり

		11		11		歴史と自然の魅力にあふれ、人が活躍し、活力を創造するまち・東区				東区事業 ヒガシク ジギョウ				東区事業 ヒガシク ジギョウ

		12		12		お互いが支え合い、安心して人が暮らし、歴史と伝統が息づくまち・博多区				博多区事業 ハカタク ジギョウ				博多区事業 ハカタク ジギョウ

		13		13		人が集い、人が輝き、人がやさしいまち「中央区」				中央区事業 チュウオウク ジギョウ				中央区事業 チュウオウク ジギョウ

		14		14		いきいき南区　くらしのまち				南区事業 ミナミク ジギョウ				南区事業 ミナミク ジギョウ

		15		15		豊かな暮らしがあるまち・城南区				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ				城南区事業 ジョウナンク ジギョウ

		16		16		ひと・みず・みどりが光り輝く「早良区」 ふれあいと交流のあるまち				早良区事業 サワラク ジギョウ				早良区事業 サワラク ジギョウ

		17		17		自然と大学の知を生かし､安全で安心して､生き生きと暮らせるまち・西区				西区事業 ニシク ジギョウ				西区事業 ニシク ジギョウ



参照元のデータなので，修正等はしないでください。



